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第53回無料相談会 (受付) ら、れあい相談会 音楽療法

難病患者 。長期慢性疾患の患者と家族の集い 家族の集い 笑いヨガ

国会請願署名活動 北海道・東北ブロック交流会
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“

拶

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
秋
田
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

理
事
長

渡
　
邊
　
　
　
充

日
々
難
病
で
療
養
生
活
を
送
っ
て

い
る
皆
様
、
介
護
、
付
添
し
て
い
る

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
秋
田
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
は
発
足
三
十
七
年
を
迎

え
ま
し
た
以
来
今
日
ま
で

一
貫
し

て
、
そ
の
事
業
の
目
標
、
目
的
は
、

突
然
降
り
か
か
っ
た
病
を
受
け
入

れ
、
理
解
す
る
た
め
の
学
習
を
し
、

病
と
と
も
に
生
き
る
勇
気
を
得
る
、

仲
間
と
の
会
話
や
講
演
会
、
相
談
会

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
通
じ
て
悩

み
、
苦
し
み
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
。

困
難
を
か
か
え
て
い
る
の
は
自
分
だ

け
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
。
ま
た
安

心
し
て
治
療
を
受
け
、
よ
り
良
い
療

養
生
活
を
続
け
る
た
め
の
活
動
即
ち

日
本
難
病

（Ｊ
Ｐ
Ａ
）
疾
病
団
体
協

議
会
活
動
に
参
加
し
て
患
者
の
抱
え

て
い
る
問
題
を
国
会
請
願
署
名
運
動

通
じ
て
国
政
の
場
に
要
望
し
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
県
及
び
市
町
村
に
も
要
望

書
を
提
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
は
今
日
の
福
祉
制
度
に
反
映
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
仲
間
が
会
員
と
し
て

入
会
し
活
動
の
継
続
の
力
と
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
は
病
名
を
知
っ
て
衝
撃
の
あ
ま
り

そ
れ
を
受
け
入
れ
ず
心
を
閉
ざ
し
、

人
と
交
わ
る
こ
と
を
避
け
た

一
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
だ
根
本
治
療

が
確
立
し
て
い
な
い
多
く
の
人
々
の

役
に
立
つ
存
在
で
あ
り
続
け
る
秋
田

県
難
病
連
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
も
あ
と

一
か
月
余
り
寒
さ
に

向
か
う
時
節
風
邪
な
ど
引
き
ま
せ
ん

様
お
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

平成 25年度

特定非営利活動法人秋田県難病団体連絡協議会理事

役 職 氏 名 所 属 団 体 名

理 事 長 渡 邊   充 全国パーキンソン病友の会秋田県支部

副 理 事 長 滝 波 洋 子 全国心臓病の子供を守る会秋田県支部

事 務 局 長 伊 藤 啓 子 (公社)日 本 リウマチ友の会 秋田支部

難病相談。支援センター管理者 藤 井 倶 枝 秋田県肝臓友の会

理 事 高 橋   昇 正 会 員

理 事 石郷岡 秀 文 秋田県腎臓病患者連絡協議会

理 事 山 崎 洋 一 全国筋無力症友の会 秋田支部

理 事 高 橋 博 美 全国膠原病友の会 秋田県支部

理 事 鷲 谷 勇 孝 秋田県筋ジスの会

理 事 柏 原 喜世子 若年性認知症サロン つばみの会

理 事 佐 藤   操 人工呼吸器をつけた子の親の会 バクバクの会

監 事 荘 司   要 全国パーキンソン病友の会秋田県支部

事監 松 橋 文 昭 秋田県腎臓病患者連絡協議会
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平
成
２５
年
５
月
２７
日
（月
）

衆
議
院
議
員
会
館

国
会
が
開
催
中
で
留
守
の
議

員
が
多
く
例
年
集
会
に
参
加
す

る
人
数
よ
り
少
な
く
、
少
し
さ

び
し
い
全
体
集
会
で
し
た
。

署
名
数
は
昨
年
の
倍
近
く
多

い
と
事
務
局
か
ら
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
署
名
持
参
訪
問
す

る
が
、
秋
田
１
区
選
出
の
富
樫

博
之
氏
の
み
在
室
で
暖
か
く
迎

え
て
い
た
だ
き
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
書
名
簿
提
出
の
主
旨
を
説

明
し
て
１５
分
程
の
話
し
合
い
で

し
た
が
、
議
員
は
難
病
連
の
事

を
良
く
勉
強
し
て
い
る
み
た
い

で
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
感
謝
同
行
の
青
森
県
難
病

連
理
事
長
の
村
木
氏
外
２
名
、

岩
手
県
難
病
連
、
支
援
セ
ン
タ

ー
委
員
も
皆
感
激
し
て
お
り
ま

し
た
。

参
議
院
の
松
浦
大
悟
氏
は
留

守
で
秘
書
の
方
が
代
わ
っ
て
受

け
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

尚
、
冒
頭
の
集
会
に
は
、
富

樫
議
員
の
秘
書
も
参
加
を
し
て
頂

き
ま
し
た
事
を
申
し
添
え
ま
す
。

平成 24年度 JPA「国会請願署名」枚数・人数・募金額一覧

加 盟 団 体 名 署 名 枚 数 署 名 人 数 募 金 額

秋田県腎臓病患者連絡協議会 370 3,075 0

ω 日本リウマチ友の会 秋田県支部 41 289 9,600

全国パーキンソン病友の会 秋田県支部 35 285 28.571

秋田県肝臓友の会 24 207 35,920

全国膠原病友の会 秋田県支部 210 71,000

秋田県筋ジスの会 0

全国心臓病の子供を守る会 秋田県支部 6 45 4,285

全国筋無力症友の会 秋田県支部 1 6

若年性認知症 つぼみの会 98 2,857

人工呼吸器をつけた子の親の会 バクバクの会 4 3,000

署名活動 18 154 10,752

大館保健所 。NTT労働組合 。その他 984 1,000

計
０
０

次
υ 5,384 166.985

秋
田
県
難
病
連
に

加
盟
し
て

日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
秋
田
県
支
部

長
谷
部
　
ひ
と
み

以
前
支
部
の
事
務
局
を
手
伝
っ
て

い
た
時
に
、
難
病
連
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
数
年
ぶ
り
に
支
部
と
し
て
再

加
入
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

今
、
患
者
会
活
動
は
難
し
い
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
昔
で
あ
れ
ば
、

難
病
に
な
っ
た
ら
ど
こ
へ
相
談
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
実
際
に
患

者
さ
ん
に
会
っ
て
話
を
聞
き
た
い
、

な
ど
と
直
接
支
部
に
連
絡
が
来
て
、

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
で
も
調
べ

ら
れ
る
時
代
。
情
報
は
患
者
会
に
入

会
し
な
く
て
も
、
自
宅
で
簡
単
に
入

手
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
各
団
体
が
情
報
を
共

有
し
、
行
政
に
訴
え
か
け
る
こ
と
の

で
き
る
秋
田
県
難
病
連
の
存
在
意
義

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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★
腎
臓
病
学
習
会

・
秋
田
市

「自
己
管
理
に
つ
い
て

（長
生
き
の
秘
訣
と

由
利
本
荘
市

「透
析
患
者
と

嗜
好
品
に
つ
い
て
」

☆
意
見
交
換
会

（平
成
二
五
年
八
月
一

★
三
者
懇
談
会

（行
政

・
医
療
関

係
者

・
患
者
団
体
）

（平
成
二
五
年
六
月
二
七
日
）

秋
田
県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

（略
称

【秋
田
県
腎
協
し

は
、
毎
年

数
回
、
患
者
と
そ
の
家
族
お
よ
び
医

療
関
係
者
を
対
象
に

「腎
臓
病
学
習

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

毎
年

一
〇
月
に
は
臓
器
移
植
推
進
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
毎
年
秋
田
県
へ

『腎

疾
患
対
策
に
関
す
る
要
望
書
』
を
提

出
し
て
、
県
各
担
当
部
局
と
意
見
交

換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

大
館
市

「リ
ン

・
カ
リ
ウ
ム

・
水

分
、
多
く
取
る
と
な
ぜ
悪
い
？
」

・
横
手
市

「リ
ン

・
カ
リ
ウ
ム

・
水

分
の
管
理
と
、
長
時
間
透
析
の
利
点
」

一九
日
）

★
臓
器
移
植
推
進
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（平
成
二
五
年

一
〇
月
六
日
）

第 14回 (秋 田市)6月 23日第15回 (由 利本荘市)6月 30日

第16回 (大館市)7月 7日第17回 (横手市)9月 22日

秋田県との意見交換会秋田駅前フォンテ前

県・技士会・県腎協
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代

表

者

会

長

渡

邊

正

志

[

·
住
所
秋
田
市
旭
北
栄
町

1
1
5

~

[
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
3
F
~

[

秋
田
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
内
[

i

設

立

2
0
0
7
年
｛
平
成
19
年
）
[

6
月

．
会

費

年

会

費

2
,
0
0
0
円

[

会

員

数

約

40
人

]
会
の
目
的

＂

1
．
自
分
の
病
気
を
よ
く
知
る
[

こ
と

2
．
病
気
に
負
け
な
い
気
概
を
＂

持
つ

3
．
患
者
が
よ
り
良
い
療
養
生
[

活
を
送
る
た
め
の
社
会
条
件

[

を
作
る

•••••••••••.•••••••••••.• 

:................... 

主
な
活
動

目
標
に
沿
っ
て
、
肝
臓
病
に
関

す
る
医
療
講
演
会
・
相
談
会
の
実

施
と
、
他
の
団
体
主
催
の
講
演
会

を
紹
介
し
て
自
分
の
病
気
を
医
学

的
に
知
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

年
に

3
回
実
施
す
る
例
会
で

は
、
闘
病
体
験
交
流
し
、
同
病
で

:...~ .. ,. 9 , ........ ., .. ... . .• ●,,.,,., 

秋
田
県
肝
臓
友
の
会

有
る
故
に
素
直
に
学
び
あ
え
る
場

で
あ
り
、
互
い
に
悩
み
や
苦
し
み

を
出
し
合
い
、
叱
咤
激
励
し
あ
っ

て
い
る
。
何
で
も
話
し
合
え
る
場

と
な
り
、
特
別
な
連
帯
感
が
生
ま

れ
て
い
る
。

会
報
を
年
2
回
発
行
し
、
肝
炎

を
め
ぐ
る
医
療
情
勢
と
治
療
の
動

向
や
、
闘
病
記
シ
リ
ー
ズ
、
絵
手

紙
な
ど
掲
載
し
、
行
政
や
肝
臓
専

門
認
定
な
ど
に
も
送
付
し
、
活
動

の
普
及
に
努
力
し
て
い
る
。

世
界
・
日
本
肝
炎
デ
ー

(
7
月

28
日
）
で
は
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
勧

め
る
チ
ラ
シ
を
県
・
健
康
推
進
課

の
方
々
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
行

っ
て
い
る
。

代

表

滝

波

．
連
絡
先

五
匹
立
年
月
日

~

1
9
8
6

年
1
1月

今
千
会
費

7
0
0
0
円

[
会
員
数

19
名

．．．．．

．．．．．

．
 
；
 

．．．．．
．．
．．．．
．．．
．．
．．
 
；： 

．．．
．．．
．
 

昨
年

11
月
全
国
心
臓
病
の
子
ど
も

を
守
る
会
は
、

50
周
年
節
目
の
年
を

迎
:
ま
し
た
。
記
念
大
会
は
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
そ
の
祝
賀
会
の
席
に
創

立
者
で
も
あ
る
梅
崎
様
と
の

24
年
振

の
感
動
の
再
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
東
北
で
守
る
会
は
秋

田
だ
け
、
そ
の

5
周
年
の
時
に
来
訪

さ
れ
東
北
唯

一
の
支
部
を
な
く
し
て

は
な
ら
な
い
と
の
強
い
思
い
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
役
員
の
担
い
手
の
な

い
の
に
大
変
落
胆
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。そ

の
時
に
手
を
上
げ
た
の
が
私
で

す
。
そ
の
時
の
事
を
良
く
覚
え
て
い

て
頂
き
、

10
年
前
、
東
北

6
県
す
べ

.

.

.

.

.
 ；

・・
・冑

．．．．．．．

．．．．．．
 

洋
子

．
 

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を

守
る
会
秋
田
県
支
部

て
に
支
部
が
出
来
、
今
も
そ
れ
は
秋

田
県
支
部
の
功
績
と
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
、
と
報
告
す
る
と
、
と
て
も

喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

80
オ
を
越

え
た
体
は
、
衰
え
て
も
今
も
尚
凛
と

し
た
信
念
の
持
ち
主
で
し
た
。
私
の

一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
秋
田

県
支
部
も

27
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す。
今
私
達
の
一
番
の
活
動
は
、
平
成

25
年

7
月

1
日
に
開
設
し
ま
し
た
あ

き
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
広
面
で

す
。
長
期
入
院
通
院
家
族
の
宿
泊
滞

在
施
設
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
遠
隔
地

か
ら
の

2
家
族

43
日
間
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。
大
学
病
院
ま
で
徒
歩

7

分
の
所
ヘ
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
の
運

営
と
な
り
ま
し
た
。
毎
月
の
家
賃
は
、

皆
様
か
ら
の
善
意
の
寄
付
、
会
費
、

補
助
金
等
で
今
は
な
ん
と
か
運
営
し

て
い
ま
す
が
、
前
途
多
難
な
現
実
が

あ
り
ま
す
。
あ
き
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ

ウ
ス
を
も
う
―
つ
の
我
が
家
と
し
て

ご
利
用
頂
き
一
日
も
早
く
元
気
に
な

っ
て
も
ら
う
事
を
心
か
ら
願
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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T
 

．
事
務
局
＿

i

秋
田
市
旭
北
栄
町
1

ー

5

~

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
3

階

＂

[

T
E
L
o
1
8
|
8
2
3
1
6
2
3
3
[
 

~

F
A
X
0
1
8
1
8
2
4

ー

4
6
2
7

i

[

代

表

者

、

森

浩

L
 

ー

．
全

国

団

体

名

一

般

社

団

法

人

．

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

[

I

同
住
所
東
京
都
中
野
区
茜
新
井
．

i

3

丁
目
1

番
1
1号
~

~

パ
ー
ル
シ
オ
ン

B
l
"

・
県
内
患
者
数

1
,
1
5
3
名

（
特
定
疾
患
認
定
者
数
）
[

．
会
員
患
者
数

1
0
6
名

入
会
金

0
円

~
会
費
（
年
額
）

3
，

6
0
0

円

i

0
0
0

円
~

一
貧
助
会
員
（
年
間
）

2
．

恵
者
家
族
・
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
・

[

活
動
に
賛
同
す
る
方

佐

藤

晶

子

1
9
9
8
年
9
月
20
日
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
友
の
会
秋
田
県
支
部
が
結

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

秋
田
県
支
部

成
さ
れ
て
、
早
15
年。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
は
、
そ
の

頃
と
変
わ
ら
ず
、
日
々
、
病
と
闘
っ

て
い
ま
す
。

秋
田
県
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

を
解
消
し
、
全
国
支
部
に
加
盟
す
べ

＜
臨
時
総
会
を
招
集
し
、
当
時
2

4

0
名
を
越
え
る
会
員
数
（
特
定
疾
患

受
給
者
数
4

0

0
名
中
6
割
）
の
三

分
の
一
の

80
名
で
全
国
33
番
目
の
支

部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
経
緯
と
し

て
は
、
設
立
総
会
に
は
当
時
の
会
長

馬
場
富
雄
（
埼
玉
支
部
長
）
の
他
に

斎
藤
博
新
混
支
部
長
、
吉
川
哲
次
宮

城
支
部
長
が
列
席
し
、
設
立
総
会
終

了
後
の
懇
談
会
に
お
い
て
新
潟
•
宮

城
・
秋
田
の
三
県
合
同
の
交
流
会
開

催
を
提
案
し
、
三
支
部
の
仲
間
と
い

う
こ
と
で
山
形
県
で
の
開
催
が
決

定
、
ど
う
せ
な
ら
山
形
の
患
者
に
も

声
を
か
け
よ
う
、
そ
し
て
あ
わ
よ
く

ば
支
部
設
立
と
い
う
こ
と
で
、
山
形

県
湯
の
浜
温
泉
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
開
催
を
続
け
る
中
で
東

北
地
方
の
す
べ
て
の
県
に
支
部
が
誕

生
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
支
部
の
活
動
と
し
て
、

毎
年
、
年
度
初
め
に
は
、
支
部
の
定

期
総
会
が
行
わ
れ
、
役
員
を
初
め
、

会
員
数
十
名
が
参
加
し
、
屈
託
の
無

い
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。

そ
の
後
に
は
、
国
会
請
顧
に
若
干

名
の
会
員
が
議
員
会
館
に
訪
れ
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・
家
族
の

Q
o

L
向
上
の
た
め
に
お
願
い
に
行
き

ま
す
。ま

た
、
各
地
区
（
九
つ
の
保
健
所

地
区
に
分
か
れ
て
い
ま
す
）
の
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
音
楽
療
法
・
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ
・
医
療

公
演
•
お
食
事
会
な
ど
な
ど
。
同
じ

病
気
の
仲
間
同
士
に
し
か
言
え
な
い

交
流
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
勿
論
、
難
病
連
事
業
へ
の

協
力
を
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
今
年

も
難
病
連
で
開
催
し
た
、
ふ
れ
あ
い

相
談
会
で
も
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患

者
さ
ん
の
参
加
が
多
く
、
相
変
わ
ら

ず
の
人
気
(
?
)
で
し
た
。

け
れ
ど
、
難
病
と
知
っ
て
自
分
の

殻
に
閉
じ
こ
も
っ
た
り
、
友
の
会
の

存
在
を
ご
存
知
な
か
っ
た
り
、
家
庭

の
事
情
で
病
気
を
隠
さ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
り
で
、
進
む
道
が
見
え
な
い

と
い
う
悲
し
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。

支
部
会
報
の
発
行
も
し
て
い
ま

す
。
年
間
、

1

S

2
回
の
発
行
で
す

代
表
者

；
住

所
設
立

1
9
7
6
年
6
月
6
日

[

至
費
4
,
5

0

0
円

4
 

i

会

員

数

ー

名

＂
総
会
年

1
回2

回

[
会
報
発
行
年

』
主
な
活
動
患
者
、
家
族
交
流
会

i

9

9

9

9

 .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
 

．．．．．． 

小
笠
原
康
治

秋
田
市
．

全
国
筋
無
力
症
友
の
会

秋
田
支
部

が
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
、
病

気
の
最
新
情
報
や
仲
間
の
日
々
の
様

子
等
を
掲
載
し
て
患
者
さ
ん
と
そ
の

家
族
、
ま
た
医
療
関
係
者
、
他
県
支

部
、
な
ど
配
布
し
て
ご
覧
に
な
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
活
動
は
終
わ
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
そ

の
仲
間
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族

と
共
に
友
の
会
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協

カ
の
も
と
で
成
長
し
て
い
く
の
で

す。
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政
昭

~
設
立
年
月
日

~
ニ

昭
和
5
2年
4

月
1

日
~

会
員
数
ぷ

78
名

5
5
0
0

円
~

一
年
会
費
~

..

.

.

.

.

...

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

....

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

｀
·

·
·
‘
●

●

響
•
«

... 

活
動
内
容

進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
者

（
児
）
の
根
本
治
療
法
の
確
立
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

次
の
事
業
を
行
う
。

総

会

年

1
回

主
な
活
動
地
域
交
流
会
‘
訪
問
診
査

• •••• 

‘
 

•• 

代
表
者
；
佐
藤

連
絡
先
~

湯
沢
市

1

秋
田
県
筋
ジ
ス
の
会

••••••

•.••••

•.
••••
••
••••••

••
•••
•.•
••••••. 

〖
設
立
年
月
日

[

平
成
8
年

9
月
28
日

．

事
務
局
住
所

i

秋
田
市
旭
北
栄
町
1
番
5
号
．

秋
田
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
内
~

-
難
病
連
電
話

0
1
8

—

8
2
4

ー

4
6
2
7

~

｛
代

表

者

名

浅

野

弘

子

i

会
員
数

51
名

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．．．．．．．．．．．．．．．． 

膠
原
病
と
は

膠
原
病
は
人
間
の
体
の
中
の
細
胞

を
支
え
て
い
る
膠
原
線
維
に
、
フ
ィ

ブ
リ
ノ
イ
ド
変
性
と
い
う
同
じ
病
変

が
み
ら
れ
、
膠
原
病
に
含
ま
れ
る
病

気
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
性
が
あ
り

ま
す
。
症
状
と
し
て
、
発
熱
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
、
こ
わ
ば
り
な
ど
が
み

ら
れ
、
お
も
に
結
合
組
織
に
病
変
が

お
き
、
は
っ
き
り
と
し
た
遺
伝
性
は

な
く
う
つ
る
伝
染
病
で
は
な
い
。
悪

性
腫
瘍
の
病
気
で
は
な
く
、
免
疫
の

異
常
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
己

免
疫
疾
患
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が

全
国
膠
原
病
友
の
会

秋
田
県
支
部

あ
り
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
熱
以
外
は
、

明
ら
か
な
細
胞
に
よ
っ
て
起
こ
る
病

気
で
は
な
い
の
で
、
抗
生
物
質
で
治

療
し
て
も
治
ら
ず
、
副
腎
ス
テ
ロ
イ

ド
ホ
ル
モ
ン
が
良
く
効
く
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

（
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
切

強
皮
症
ま
た
は
全
身
性
硬
化
症
切
慢

性
関
節
リ
ウ
マ
チ
田
多
発
性
筋
炎
・

皮
膚
筋
炎
国
結
節
性
多
発
動
脈
炎
固

リ
ウ
マ
チ
熱
、
な
ど
の
病
気
を
総
称

し
て
膠
原
病
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
病

気
の
進
行
に
伴
い
、
腎
臓
、
心
臓
、

肝
臓
、
脳
、
消
化
管
な
ど
、
内
臓
に

障
害
が
み
ら
れ
、
発
症
は
、

20
代
か

ら
40
代
に
好
発
し
、
男
女
比
は

1
対

9
で
圧
倒
的
に
女
性
に
多
い
病
気
で

す
。
膠
原
病
に
含
ま
れ
る
病
気
は
一

つ
ひ
と
つ
は
独
立
し
た
病
気
で
、
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
症
状
が
あ
り
治
療

法
も
違
い
ま
す
。

友
の
会
の
活
動

友
の
会
の
活
動
は
年
1
回
行
わ
れ

る
総
会
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
膠
原

病
を
正
し
く
理
解
し
、
病
気
を
持
ち

な
が
ら
も
明
る
＜
希
望
と
生
き
が
い

を
も
っ
て
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
膠
原
病
の
原
因
究
明
と
治
療
の

確
立
、
社
会
福
祉
対
策
の
充
実
を
他

の
疾
病
団
体
‘
難
病
連
な
ど
と
連
携

し
て
働
き
か
け
、
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。膠

原
病
の
正
し
い
知
識
を
高
め
る

た
め
、
医
療
講
演
、
相
談
会
な
ど
を

開
催
。
最
新
の
医
療
を
『
医
療
情
報

誌
』
と
し
て
提
供
。
友
の
会
の
活
動

状
況
を
掲
載
し
て
機
関
誌
『
ふ
き
の

と
う
』
を
そ
れ
ぞ
れ
年
1
回
発
行
し

て
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
療

養
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、

地
区
別
交
流
会
を
行
い
、
同
じ
悩
み

を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
”
一
人
で

悩
ま
な
い
“
を
モ
ッ
ト
ー
に
心
か
ら

話
し
合
え
る
仲
間
と
共
に
大
き
な
支

え
と
な
れ
ま
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

-tい2

ニ｝ ゜
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人
工
呼
吸
器
を
つ
け
た
子
の

親
の
会
（
バ
ク
バ
ク
の
会
）

4
¥
t
,し
ー
因
付
杖
ド

連
絡
先

東
北
支
部
幹
事
・
佐
藤
操

潟
上
市
天
王
字
長
沼
20
グ
レ
プ
シ

ョ
ン

A
1
0
3
O
h
a
n
a
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
内

T
E
L
/
F
A
X
 

0
1
8
1
8
7
4
|
8
6
4
4
 

会
費
正
会
員
年
会
費

5
,
0
0
0
円

・
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
人

や
同
程
度
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

人
の
い
る
家
族
・
遺
族
（
機
関
誌

『
バ
ク
バ
ク
』
購
読
料
を
含
む
。
）

賛
助
会
員
年
会
費

〈
個
人
〉

3
,
0
0
0
円

〈
団
体
〉

1
口
3
,
0
0
0
円
以
上

・
会
の
主
旨
に
賛
同
し
て
下
さ
る

個
人
・
団
体
（
機
関
誌
『
バ
ク

バ
ク
』
購
読
料
を
含
む
。
）

購
読
会
員
年
会
費

3
,
0
0
0
円

・
年
6
回
発
行
の
機
関
誌
『
バ
ク

バ
之
購
読
の
み
希
望
さ
れ
る
方

電
話
相
談
メ
ー
ル
相
談

尊
厳
死
法
制
化
阻
止
の
取
り
組
み

脳
死
臓
器
移
植
法
反
対
の
取
り

組
み

バ
ク
バ
ク
の
会
は
、

1
9
8
9
年、

長
期
に
渡
っ
て
人
工
呼
吸
器
を
つ
け

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
、
安
全
で
快

適
な
生
活
と
生
き
る
喜
び
を
願
っ
て

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
、
人
工
呼

吸
器
を
つ
け
て
い
て
も
、
”
ひ
と
り

の
人
間
・
ひ
と
り
の
子
ど
も
“
と
し

て
、
あ
た
り
ま
え
に
生
き
る
た
め
の

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

全
国
に
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
現

在
、
約
6
0
0
名
の
会
員
（
正
会

員
・
賛
助
会
員
・
購
読
会
員
）
が
い

ま
す
。

U
R
L
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.b
a
k
u
b
a
k
u
.org/ 

E
-Mail 
b
a
k
u
i
n
f
o
@
b
a
k
u
b
a
k
u
.o
r
g
 

年
1
回

活
動
内
容
・
総
会

・

会

報

年

6
回

•
主
な
活
動

教
育
の
問
題
（
就
学
、
付
き
添

い
、
通
学
、
医
療
的
ケ
ア
等
）

に
つ
い
て
の
取
り
組
み

書
籍
発
行
（
退
院
支
援
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
、
生
活
便
利
帳
、
等
）

支
部
交
流
会
学
習
会

人
工
呼
吸
器
は
バ
ー
ト
ナ
ー

あ
な
た
も

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
ガ

•••• 

,
 

••••• 

1
9
8
6
年
5
月
10
日
（
日
本

i

で
最
初
に
発
足
）

~

代

表

者

．

支

部

長

梅

川

捷

子

i

・
連

絡

先

•

秋
田
市

~

（
長
谷
部
方
）

[

年

会

費

4
,
0
0
0
円
（
本
部
）

[

[
会

員

94
名

”

（
患
者
、
家
族
、
医
療
関
係
者
等
）

~

•••••••••••••••••••••••••••••••..•••••.•• 

設
立
年
月
日

日
本
A
L
S
協
会
秋
田
県
支
部

活

動

内

容

年

1
回
の
総
会
と
県
内

3
ヵ
所
で
の
患
者
交
流
会
を
開
催

し
、
年
2
回
支
部
便
り
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

A
L
S
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）

は
進
行
性
の
難
病
で
、
全
身
の
運
動

神
経
が
侵
さ
れ
て
筋
肉
が
萎
縮
し
て

い
く
病
気
で
す
。
症
状
が
進
む
と
手

や
足
を
は
じ
め
身
体
の
自
由
が
き
か

な
く
な
り
、
一
般
的
に
は

3
S
5
年

で
全
身
に
症
状
が
お
よ
び
ま
す
。
呼

吸
機
能
に
障
害
が
で
て
く
る
と
人
工

呼
吸
器
な
ど
の
補
助
器
具
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
有
効
な

治
療
法
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

医
療
の
進
歩
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
器
の
開
発
に
よ
り
、
適
切
な
サ

ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
長
期
療
養
も
可
能

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

i
P
S
細
胞

を
用
い
た
再
生
医
療
な
ど
様
々
な
分

野
で
の
研
究
も
行
わ
れ
て
お
り
、
一

日
も
早
い
原
因
究
明
と
治
療
法
の
確

立
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
出
来
ま
し
た
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.als,akita
.c
o
m
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代
表
者
伊
藤
啓
子
~

い
住

所

~

秋
田
市伊

藤
方

霞

立

1
9
8
0
年

5
月
4
日

i

会

費

年

会

費

（

普

通

会

員

[

[

患
者
、
家
族

4
,
0
0
0
円

[

i

（
本
部
入
会
）
入
会
金
5
0
0
円）

一

一
年
会
費
（
医
師
、
看
護
師
等
医

~

療
・
福
祉
関
係

8
,
0
0
0
円）

会
員
数

1
4
0
名

．

[

（
普
通
会
員
1
2
3

人
特
別

~

[

会
員
17
名

9
月
30
日
現
在
）

り

~
 •••••••••• 

~
 

．．．． ▼
 

．．．．．．．．．． 
~
 

．．．．．．．．．．．．．． ~
 

．．．．．．．．．．．．．． 

目
的
リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
広
め
、
リ
ウ
マ
チ
対
策

の
確
立
と
推
進
を
図
り
、
リ
ウ
マ

チ
性
疾
患
有
も
の
の
福
祉
の
向
上

に
努
め
る

主
な
活
動
リ
ウ
マ
チ
の
啓
発
活
動

医
療
講
演
会
、
相
談
会
（
今
年
度

は
大
仙
市
の
県
立
農
業
科
学
館
で

開
催
）

総
会
、
大
会

自
助
具
の
展
示

`• 
支
部
長

（
交
流
会
な
ど
で

公
益
社
団
法
人

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

秋
田
支
部

展
ホ
紹
介
、
頒
布
）

交
流
会
開
催
（
各
地
区
別
交
流
会
、

月
1
回
え
て
が
み
交
流
会
、
美
術

鑑
賞
な
ど
）

リ
ウ
マ
チ
の
治
療
は
新
薬
な
ど
の

開
発
で
進
ん
で
い
ま
す
。
け
っ
し
て

あ
き
ら
め
な
い
で
リ
ウ
マ
チ
専
門
医

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
よ
り
良
い
療

養
生
活
を
送
る
た
め
、
今
年
度
は
県

の
福
祉
バ
ス
を
運
行
し
て
い
た
だ

き
、
大
仙
市
で
の
医
療
講
演
や
横
手

の
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た

藤
城
清
治
さ
ん
の
影
絵
を
鑑
賞
す
る

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
各
地

区
の
交
流
会
で
自
助
具
の
展
示
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
月
1
回
の
絵
手

紙
を
書
き
な
が
ら
の
交
流
会
は
情
報

交
換
の
場
と
し
て
好
評
で
す
。

若年性認知症サロン「つぼみ」の会
一本人と家族とサポーターの集い一

代表：柏原喜世子
設立：平成21年3月

会員：20名

事務所：秋田市．

TEL: 

会費：500円／月

込ペ

、 '若年性認知症”は65オ以前に認知症になる
病気です。

、 働きざかりに発病するので、ご本人や家族の
心や”毎日の生活”に困った事が起こりやすい

病気です。

、 っぽみ」の会は若年性認知症ご本人や家族の
皆様が少しでも’'安心”して毎日を過ごして
ゆけるように多方面からサポートしてゆこうと

考えている集いです。

活ニュー

・定例会＋昼食会
（第3日曜10:00~2:00)

・個別相談に応じます。
•各種勉強会参加
・パンフレット定期配布（病院など）

，4 ・各関係機関との連携 ‘→̀ 

,,他（なべっこ、お花見などお楽しみ）
-----下,、→息'
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フアミリーハウス 肝臓友の会

筋ジスの会

絵てがみは、「リウマチ友の会」の絵てがみ交流会
の作品から提供 していただきました。

秋田県難病団体連絡協議会支援チャI「ティなき勝If寄席

三遊亭たん文・人星亭喜楽駄朗 二人会
主催 日本笑い学会会員 人星亭喜楽駄朗

婆いは内職0ジョギニづ J婆っこ碑康になこ)ま しょう J

7月 28日 (日 )遊学舎会議室において開催されました

三遊亭たん丈は男鹿市船越出身新進気鋭の落語家人星亭

喜楽駄朗も男鹿市船越出身アカデミック漫談師

全国区人気エンターテイ

ナーニ人のコラボでした

今後もお二人のコラボを楽しみにしています。ご活躍く

ださい。木戸銭から難病連に寄附を頂きました。

ありがとうございました。

‐        警 lr ・̀
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市町村別会員数

市Ⅲ
５‐
（リ

潟上市
45

井川町
14

合計 19548人

平成 25年度 補助金 0負担金をいただいている市町村

由利本荘市

大 潟 村

美 郷 町

秋 田 市

ありがとうございました。事業に活用させていただきます。

八 峰 町  東 成 瀬 村

大 仙 市  小 坂 町

藤 里 町  仙 北 市

(合 計  620,381円 )

町

町

町

市

種
後
卿
館

三

羽

五

大

に か ほ 市

八 郎 潟 町

潟 上 市

男 鹿 市
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秋田県医療受給者証交付者数推移一覧
(各年度末現在 )

疾 患 名 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

1 ベーチェッ ト病 167 174 174 184 180 188

９

“ 多発性硬化症 123 134 136 И
仕

′
υ

′
υ 179 180

3 重症筋無力症 148 154
′
υ

０
０

９

″

4 全身性エリテマートデス 476 484 507 538 543 564 566 573 563

5 スモ ン 8 8 7 7

6 再生不良性貧血 94 90 84 91 83 91 94 92 99 108

7 サルコイ ドーシス 184 189 184
ｎ
υ

０
０ 187 Λ

υ
Ｏ
乙 207 234

8 筋委縮性側策硬化症
７
‘

０
０

ｎ
υ 104

ｎ
υ 104

ｎ
Ｕ

ｎ
ｕ 104

9 強皮症 。皮膚筋炎及び多発性筋炎 232 ´
υ

９

“ 279 次
υ

０
０

，

“

ｎ
Ｕ

０
０

ｎ
Ｕ

０
乙

つ
０

特発性血小板減少性紫斑病 304 273 276
，

″ 283
０
４ 304 321 318 322

結節性動脈周囲炎 29
０
乙

つ
０ 47 59 66 71

12 潰瘍性大腸炎
浚
υ

浚
υ

ハ
υ 781 855 899 931 1,002 1,041 1,102 1,183

13 大動脈炎症候群
α
υ 56 58 56 59 64 64

′
０

14 ビュルガー病 154 146 153 148 150 153 149 146

天疱清 54 59 56 60 60 61 64 66
ワ
ー

16 脊髄小脳変性症 242 244 266 271 278 282 281 277 274

17 クローン病
′
仕

次
υ 173 183 192 200 212 219 231 243

18 難治性の肝炎のうち劇症肝炎 1 0 1 l 1 2 1 2
９

“ 2

19 悪性関節リウマチ 33 38 39 39 41 41 41 36 38

20 パーキンソン病関連疾患 853 943 986 1,090 1,105 1,153 1,207 1.270 1,296 1,296

21 アミロイ ドーシス
０
０

０
０ 16

，

“ 14

，

“ 後縦靭帯骨化症 171 214 164 ０
４ 229

ハンチン トン舞踏病 6 7 6 6 6 6

24 モヤモヤ病 (ウ ィルス動脈輪閉塞症)

ワ
ー 83 100

ウェゲナー肉芽腫症 16 18 20

26 突発性拡張型 (う っ血型)心筋症 148 158
，

“ 162 166 169 194
ｎ
υ

27 多系統萎縮型 114 127
，

“ 128 144
′
υ 172

９

″ 表皮水疱症 (接合部型及び栄養障害型) 3 3 3 4 4 4 4 4 4

９

″ 膿疱性乾癬 13 16 17 14

Ｑ
０ 広範脊柱管狭窄症 20 23 24 17 17 20

，

“

０
０ 原発性胆汁性肝硬変 164 172 172

ｎ
υ

９

“

９

″

次
υ

０
４

重症急性膵炎
ハ
υ 14 5 10

特発性大腿骨頭壊死症
ｎ
υ

Ｏ
υ

ハ
υ

０
０ 144 154

′
υ

０
０

ｎ
υ

34 混合性結合組織病
７
‘ 71 81

ｎ
υ 101

原発性免疫不全症候群 6 5 7 8 9

36 特発性間質性肺炎 38 44 И
仕

И
仕 52

37 網膜色素変性症 129 140 145
，

“ 160 179 180
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疾 患 名 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

う
０ プリオン病

つ
０ 5 9 5 2 3 3

９

“ 0 0

39 肺動脈性高血圧症 1

つ
０ 4 4 5 8

う
０ 14

ハ
υ

И
仕 神経線維腫症

０
０

晨
υ

，

“ 27 24 29 ０
４ 29 つ

０ 32

41 亜急性硬化性全脳炎 0 0 0 0 0 0 0 0
ハ
υ 0

42 バッド。キアリ(Budd Chiari)症 候群 2
９

“ 3 3 4 4 4

43 慢性血栓塞栓肺高血圧症 0 0
ｎ
υ 1 3 2 5 7 7

44 ライゾーム病 3 2 4 4 3 4 5 6

И
仕 副腎白質ジス トロフィー 2 3 3 3 3

И
仕 家族性高]レステロJレ血症 (ホモ接合体) l 1 1 1

47 脊髄性筋委縮症 1
９

“ 1 1

48 球脊髄性筋委縮症 7 7

И
仕 慢性炎症性脱髄性多発神経炎 6 14

Ｏ
υ

肥大型心筋症
つ
０

０
０

拘束型心筋症 0 0 0

52 ミトコンドリア病 0 2

53 リンパ脈管筋腫症 (LAM) 0 0 1 1

54 多症多形滲出性紅斑 (急性期) 0
９

“ 0 2

55 黄色靭帯骨化症 2 14 19 31

56 間脳下垂体機能障害 49 79 98 117

△
計 5,112 5,371 5,674 6,002 6,107 6,314 6,739 7.063 7,344 7,625

合 計 の 増 加 率 5。 1% 5.6% 5.8% 1.7% 3.4% 6.7% 4.8% 4.0% 3.8%

秋田県内受付窓口
(平成25年 10月 1日 現在 )

保 健 所 名 郵便番号 所 在 地 電話番号 FAX番号

秋 田 市 保 健 所 010-0976 秋田市八橋南一丁 目8-3 018-883-1170 018-883-1171

大 館 保 健 所 018-5601 大館市十二所字平内新田237-1 0186-52-3955 0186-52-3911

北 秋 田 保 健 所 018v3393 北秋田市鷹巣字東中岱76-1 0186-62-1165 0186-62-1180

能 代 保 健 所 016-0815 能代市御指南町 1-10 0185-52-4331 0185-53-4114

秋田中央保健所 018-1402 潟上市昭和乱橋字古開 172-1 018-855-5170 018-855-5160

由利本荘保健所 015-0001 由利本荘市水林408 0184-22-4120 0184-22-6291

大 仙 保 健 所 014-0062 大仙市大曲上栄町 13-62 0187-63-3403 0187-62-5288

横 手 保 健 所 013-8503 横手市旭川一丁目3-46 0182-32-4005 0182-32-3389

湯 沢 保 健 所 012-0857 湯沢市千石町二丁目1-10 0183-73-6155 0183-73-6156
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難病対策に対する要望書

日頃、難病患者、障害者、秋田県難病団体協議会にご支援ご指導いただき心より感謝申し上げます。
難病連は昭和51年に県内の難病の患者会が集まり発足しました。平成15年 にNPO法人に移行し、昨年、会創立35

周年を迎えました。現在10の患者会と個人加盟を加え約1,500名 の会員がおります。

難病連では患者会を通して多くの方につながりを持ち、患者、家族の交流、自分の病気を正しく理解するための医

療講演や相談会、会報の発行など行つております。県内各地で開催してきた 「難病無料検診と相談会」も今年で52回

を迎え医療情報の提供や、難病を抱えて生活していく上での支えに役に立っているものと確信しております。また、
「ふれあい相談会」は講演や音楽療法などを行いながら心のケアや癒しなどにつながつております。私たちは思いが

けずに難病とよばれる原因不明の病気や慢性疾患の患者になり長期にわたり療養生活を強いられております。しかし

難病患者が医療だけ、病院だけでは患者の苦しみは解決しません。平成16年から難病支援センターを県から受託し運

営してまいりましたが多くの相談が寄せられています。経済的な問題、就労の心配、生活全般、社会からの孤立等、

病気だけでなく様々な困難な状態に置かれております。福祉医療助成制度の継続や特定疾患治療研究事業、介護保険

などが難病患者、障害者が安心して生活できる充実した制度になることを切望いたします。高齢化が進む秋田県にお

いて社会福祉制度の充実、早期にバリアフリーを促進することが多くの県民生活のQOLの向上につながるものと思

います。

別紙、要望書を提出いたしますのでよろしくお願い申し上げます。

平成25年 8月 24日 NPO法 人秋田県難病団体連絡協議会

理事長  渡邊 充

要望書に対する県の回答書 (平成25年 11月 15日 )

【要望内容】

第 1 繊観

福祉医療賣助成制度 (マ ル福)の継続をお願いします .

【回答】

本制度は、対彙者の健康保持と生活の安定を社会全体で支口するという目的で実施し

ているものであり、制度発足以来 ,本 県における社会保ロロ度として有益に機能 してい

ると考えておりますので、引き続き饉続できるよう努力してまいります .

担 当 長寿社会鳳  医療指導  口保 班

電 話  018-860-1351

【要望内容】

第 2 新規

障害者総合支援法の施行されるのに合わせて支援センターを充実させるために予算を

増額 してください。

① 相談亭果を充実させるためにツーシャルワーカーと相談支援員の常■2名 体制を
要 望 します .

② 無料相腋会の回数を2回 に増やして、県南、県北の相腋会を毎年実菫したい。

①と②を合わせて 230万 円Q増 慣を要望します.

【回答】

爆病連か実施 している無料相晨会や相餞事業●は、県か らの委託により、 130の
難治性疾患等を患った障膚患者や口家族等を対象としてお り、日頃から3者 さんや御

家族の気持ちに寄 り添った襲身な対応をして頂き、大変惑‖ してお ります .

今回、障害者総合支晨法が 4月 1日 から施行され、口害者の定職の中に摯痢が位置

付けられましたが、対なとなる疾患については、これまでと同様 130の な沿性疾患

年であ り疾患欧に変更はないため、御贅望の趣旨に対応するのは難しいことを

"理
解

■います。

しかし、彙

"対
策の充実の必要性については十分口出しておりますので、現在、県が

直接実施している事業と晏託している彙病相腋・支援センター●桑の実施方法年につい

て、予算の範囲内でより充実した0業が晨目されるよう、ヨ|き 続き検討してまいります .

担当 健康推進凛 籠康危機管理・ 疾用対策班

●薔 018-860-1424

【要望内容】

第 3 新規

障 害者総合 支援 法 の新たな対 aと な る人たち に、燿病 の種類 、手続 き利用で き る日

度 な ど月知徹 底 して くだ さい .

【回答】

県では、口書奢撻合支J法 の施行にあた り、事業の実施主体である市町村に対し説明

会を開催するほか、ホームページ上でも円滑な実施に向けた月知に努めており、対魚者

が
=切

な支優が受けられるよう今後もヨ|き 捜き市町村や関係欄園年に働きかけてまいり

ます .

担当 障害福祉凛 地域生活支晨班

電

“

 018-860-1334

【要望内容】

第 4 縦餞

・ 県 北 郎、県 自部 の総 合病 院へ の口原病料 の 開設 、■円区の派遣

・秋 田大学へ の口原月専周 医の養成学科 の創 設

【回答】

・ ●原瘤専門区の養成については、秋田大学医学部血枝・ 腎口・口原痢内科学

"座
に

おいて、腎日 ●F痢専門医コースを設置し、養成を行つております .

・ 昨年 11月 に策定 した「医師不足・ 口在改善al口 」に基づき、今年 4月 に開設 しま

した「あきた医師総合支晨センタ=Jが 構祭する地域循環型キャリア形成支援システ

ムを推遣し、医師の鳳内の定着促迪や地域●在の解消とともに、医師不足静凛科への

口●など、大学、区鰊機関年と連携したがら、取laを 強化してまいります .

担当 区務薬●藤 医師薔保対策室 医師確保対策■

■薔  018-860-1410

【要望内容】

第 5 摯続

肝炎ウィルスキャリアは、症状の無い人が多いので、検けを受け、早期に発見さ

れ、治療を受ける事が悪化させない唯―の道です。普及啓発活動に力を入れてくださ

【回答】

肝炎ウイルス検査については、弓Iき 続き県内保彙所に加え、県内110の 委託医凛欄

関 にお いて無料 で検 査 を受 け られ る体 ‖を整 える とともに、 7月 を秋 田県肝炎 ウイル ス

検奎強化月間として、コンピユエンスストアや医療機関等にポスター・バンフレットを
配 口 して受滲 啓発 を回 つて い ます .

また、秋 田市 で も独 自に、秋 田市 内 105カ 所 の委屁 医療機 関 にお いて、無料で検 査

で き る体口 を整えてお ります。

今 後 も、 日本 肝口学 会 によ る市民 フォー ラムヘの,コ な ど関係績 口 と● 力 しなが ら肝

炎 ウイル ス検 査の書発 に

"め
て まい ります .

担当 がん対策菫がん対策班

●

“

 018-860-1428
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【要望内容】

第 6 縦続

「若年性昭知症」について啓発するための各種掲載紙面への掲示を要望 します。

【回答】

認知症に関連するリーフレット等を発行する際は 高齢による認知症のことだけでは

なく 「若年性認知症Jに ついても、広く県民が理解 しやすい内容 となるよう十分留意

してまいります .

担 当 長 寿社会瞑  調 整 長 寿福祉  施設班

電 話  018-860-1361

認知症 に関連 す る刊 tr物 等 を発行す る瞭 は、高齢者 によ る認知 症 とは異な る 「苦年性

認知症」に対する理解を探める内容となるよう関係課とも連携しながら進めてまいりま

担当 障害福祉課  調整  障害福祉班

電話  018-860-1331

【要望 内容 】

第 7 継続

小児 病 棟 に長 期入 院 通 院家族 に滞在 型施 設 (フ ァミ リーハ ウス )の 早期実 現 を

お願 い します。

青森県 で は、 旧県 公 舎 を整備 し  2年 ほ ど前 か ら「フ ァ ミ リーハ ウスあお も り」

を運営 して お り、他県 で は実 現 し稼 働 して ます 。県 公舎 を整備 し、「あ きた フ ァミ リ

ーハ ウス」 継統運 営 の実現 を要望 します。

【回答 】

御指摘 の あ った青森 県 のケースですが、担 当窓 口とな って いる青森 県健康福祉部医療

業務課 に照会 した ところ 遊休施 設 とな った県の職員公 舎の再利活用計画が きつか けて 、

運営す る ヽ PO法 人 に も施設 の改 修費や 運営費等  相応の負担 を して も らい事 業 を実施

して いる との こ とで あ り 徐 々 に利 用者が増加 して いる ものの 収支 面で の 自立 の見通

しは立 って いな い と聞 いてお ります。

また 本県 の場合 、県議 員 公舎 の管理 をlE当 す る財産活 用課 に確認 した ところ、秋 田

大学 医学 部附 属病 院の近 隣 にある手形公 舎は 、全棟老朽化 によ る取 り0し が決定 してお

り 現在  入 居制限 (退 去期 限設 定 )が な されて いる との ことて、再利活 用計画 はな い

との回答で あ りま した。

担 当 健康推進課  健康危機 管理  疾病対策 班

電話  018-860-1424

これ まで  「あきた フ ァ ミ リー ハ ウスリ の活動等 につ いて は 県 の子 育て情報 ウエ プ

サイ ト「いっ しょにね っ と.Jか ら情報 発 信 させて いただ いてお り、今後 も 実施 団体

か らの要望 を踏 まえなが ら、 当該 サイ トを通 した PR等 につ いて検 討 して まい ります。

担当 子 育て支援 僚調整 子 ども育成班

電話  O18-860-1342

【要望内容】

第 8 新規

新規難病患者が長期入院できる病院を確保 してください.

【回答】

難病患者の入院治療については 各病院の病床数との兼ね合いから、急性期のみの対

応が多く 療■に係る長期入院への対応は難 しい状況であると伺っています .

担 当 医務薬事 陳  調整  医療計画班

電話  018-860-1401

重症難 病患者人 院施設確 保事業 によ り 入 院治 療が必要 とな った 重症難病患者 に対 し、

適時 に適切 な入院施設 の確保が行 え るよ う 地域 の医療機 関の連機 によ る離病医療体 制

整備 は 図 らオせてお りますが、 弓:き 続 き円滑な事業の推進 に努 めて まい ります。

担 当 健康推 進屎  健康危機管 理・ 疾病対 策班

電話  018-860-1424

【要望内容】

第 9 新規

難病 に特化 した専門 のスタ ッフが常駐す るケアハ ウス を作 って くだ さい .

【回答 】

県 が 自 ら障害福祉サ ー ビス事業所 を設 置す る ことは 難 しいと考 え ます。

人 工呼 吸器 を表 着 され て いる方 が安心 して千1用 す る こ とが 可 能 な短 期 入所 先 と して

は  担 当医師 の指導 の もと 当該事 業所 に着 籠職員や喀痰吸 引等 の法定研 修受講修 了 し

た介 護職員が従事 して いる必要 が あると考 えます ので、利用 の受 け皿確保 のた め に引き

続 き研修 を実施す る とと もに 市 町村や事 業者 か らの新設等 のIE談 が あれ ば、適切 に対

応 して まい りた い と考 えてお ります。

担当 障害福祉課  地域 生活 支援 41

電話  018-860-1334
【要望 内容 】

第 10 新規

人工呼吸器 をつけた子 ど も及び  同程度 のケア を要す る子 ども達 の、入所  短期入

所  日中一時 支援 の場 の充 分な確 保 を して下 さい .

【回答 】

御 要望 のよ うな 一定以上 の医療 llJケ アを必 要 とす る重度の諄 害児 の支援 につ いて は、

県 立 医療療 育セ ンターな どの医療 型障害児施設等で の対応が 一般 的 と考 えてお りますの

で  適 切な受入体 制の整備充 実 につ いて 、働 きか けて まい ります。

また 在宅 生活 の支援 につ いては 居宅 介護な どの訪 F・lサ ー ビスの活用 も考 え られ ま

すの で 、医師の指導 の もと、たん吸 引等 の医療的 ケアにあた る介嶺職員 の差成 のための

研 修 を引き続 き実施 し そ の受人体 制の充実 に努めて まい ります 。

担 当 障害福祉課  地域生活 支援 班 、調 整 障害福祉 III

【要望 内容 】

第 1]新 規

在宅 で安 心 して暮 らすため の社会資 源 の整備充実  情報 提 供、情報 を提供す る側の

理解 と情報 収集 力の向 上を して くだ さい。

【回答】

在宅生活を支える障害福祉サービスが適切に利用できるよう、サービス利用に関する

相談などの適切な対応について努めるほか、相談支援体制の整備について市町村と連携

して取り組んでまいります。

相談支援従子者の研修での人工呼吸盟ユーザーの話を聴く機会について ,ま 、所定のカ

リキュラムの中で設定可能かどうか、今後 検討してまいります。

担 当 陣容 福祉課  地域生活 支援 班

電 話  018-860-1334
【要望内容】

第 13 新規

肺炎球函ワクテン (23価 不活化ワクチン)の 接種に対 して公費助成をお願いしま

す。

(回 答】

昨年の 5月 に、国の予防接種都会がまとめた第 2次 提言の中で、成人用肺炎球菌ワク

チンについては、医学的 科学的観点から広く接種を促進 していくことが望ましいとさ

れたことから、現在 国の審議会において 23価 肺炎球菌ワクテンの定期接種化につ

いて議論が進められております。

このため 県では 全国衛生部長会を通じ他県等と足並みを揃えて、定期予防接種化

を早急に進めるよう国に要望 しているところであり 今後も国の動向を注視 しながら

機会あるごとに国へ働きかけてまいります。

担 当 健康 推進課  健康危機管理・ 疾病対策班

電話  018-860-1424
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平成 25年 8月 20日

秋田県知事

佐竹 敬久 様

〒010●922 秋田市旭北栄町 15
秋田県社会福社会館内

秋田県県,心身障害者総合福

入居身障 9団 体連絡協餞会

会長  斉層

要 望 書

障害者用駐車施設の条例制定について

障害者用駐車場 (パーキングパーミット)

要望団体一覧

思いやり駐車場

(パーキングパーミット)の
経 過 報 告

25年 3月 10日

思いやり駐車場の学習会開催

4月 18日

身障 9団体定例会に提案、取 り組みを

了承

7月 9日

プロジェク トチーム発足

7月 25日 ・ 8月 6日

協議を重ね 8月 20日 要望書を提出

11月 15日 現在、県からの回答は届いてい

ません。

障害者用駐車施設条例制 定につ いて

今 日、社 会環 境 等が整備 され、我 々障 害者 に於 いても社 会 参加 の機 会

が多くなりました。駐車 場 に於 いても、国のバリアフリー新法などで障害のある

人たちが駐車場 を利用 しやすいように車いすマークの駐車スペースの設置が

推進 されて、公 共施設や民間 商実施 設などに設置 されております。しかし、

利用 に関しては法令等 の拠 り所がないためマナー違 反の車が後 を絶たず 、

必要な人が駐 車できない状況 にあります。

モラルやマナー向上だけでは解決 は難 しい現状 をふまえ、公 共施設や店

舗などきまざまな施設 に設置されている身 障者 用駐 車場を適 正 に利用する

ため 車いす利 用者、内部障害のある方 、に対して、県内共通の「身障者用

駐車場利用 証」を交付することで、本 当に必要な人のための駐 車スペースの

確保 を図る条例の必要性を感 じております。全 国の 自治体では30府 県 .3市

(H25・ 5月 現在)で導入されております。また、平成 25年 5月 1日 より、 全 国

30の 制度導入府 県における相互利 用ができるようになつております。

平成 20年 5月 に社 団 法人・全国脊 髄損傷者 連合 会秋 田支部より「重度

障害者用駐 車場 に関する請願 書」が出されておりますが、秋 田県 に於いても

パーキングパーミット方式 の条例化 にむけて早急 に検討して頂きますよう切 に

要望 いたします。尚、条例化 に向け、話し合 いの場 に当事者も参加できるよう

お願 い致 します。
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特定非営利活動法人秋田県難病団体連絡協議会 組織図

―平成25年 10月 現在一

総会

(加盟団体代表・個人会員)

理事会
(加盟団体各 1名 、個人会員)

役員会

。11名

監事
相談・支援
センター
・管理者
・支援員

事務局
。事務局長
・事務局員

。2名

賛助会員

(企業・団体・個人)

加盟団体 個人会員

・理事長
・副理事長
・事務局長
・センター管理者

・29名 ・11団体 (1,548人 ) ・ 5名

平成25年度 特定非営利活動法人秋田県難病団体連絡協議会

団体代表者名簿

患者団体名 代表者 T 住所 (事務局)

lLL
FAX

1 秋田県腎臓病患者連絡協議会 り1尻 真 輝 010-0922 秋田市旭北栄町1-5社会福祉会館3階
018-863-6210
018-863-6233

９

“ (公社)日 本リウマチ友の会秋田県支部 伊 藤 啓子 010-0116 秋田市金足小泉字潟向17-32
018-873-2577
018-873-2577

3 全国パーキンソン病友の会秋田県支部 渡邊  充 010-0922 秋田市旭北栄町15社会福祉会館3階
018-823-6233
018-824-4627

4 秋田県肝臓友の会 渡 邊 正志 010-0922 秋田市旭北栄町1-5社会福祉会館3階
018-823-6233
018-824-4627

5 全国膠原病友の会秋田県支部 浅野 弘子 010-0922 秋田市旭北栄町1-5社会福祉会館3階
018-823-6233
018-824-4627

6 秋田県筋ジスの会 佐藤 政昭 012-0106 湯沢市三梨町字桜田26-2
0183-42-2947

7 全国心臓病の子供を守る会秋田県支部 滝波 洋子 010-0911 秋田市保戸野すわ町133
０

０

8-863-0580
8-863-0580

8 全国筋無力症友の会秋田支部 小笠原康治 010-1616 秋田市新屋松美が丘南町11-22
０

０

８

８

9 若年性認知症つばみの会 柏原喜世子 010-0043 秋田市桜ケ丘5-12-7
０

０
8-831-6466
8-834-6545

10 人工呼吸器をつけた子の親の会バクバクの会 佐藤  操 010-0201 潟上市天王字江川40-105 090-5182-6858
018-874-8644

日本ALS協 会秋田県支部 梅り| 捷子 010-0003 秋田市東通7丁 目4-26
090-5838-3606
01R― RR,一 R779
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平成 25年 7月 7日 (日 )横手市交流センターY2(ゎ ぃゎぃ)ぷ らざにおいて 「第 53回難病無料検診と相

談会」を開催しました。

毎回神経内科医への相談を希望する方が多くいらつしゃるので神経内科医 2名、消化器科医 1名、整形

外科医 1名 という体制で行いました。

当日はスタッフに病欠者が出ましたが、数回にわたる打ち合わせや調整・準備などをしていたことによ

り大きな トラブルもなく終えることができました。相談者の感想として、「今まで悩んでいた事の糸口が

見つかりました」「身障手帳、介護保険、就業等制度相談にのつてもらい良かった」などの感想がありま

した。外来受診ではゆつくり時間がとれないため、相談したいことの一部しかお話できないことが多々あ

ります。そのため情報収集もままならず悩んでいらつしゃつたのではと思われます。このような方々の助

けになれたのは私達にとつても喜びです。

これからも改良を加えてより良い相談会にしようと思います。

横手市交流センター

横手 Y2は、ゎしり/3i5ざ

患者会の

資料展示

相談の様子

相談者の背景

・性別   男 9名   女 14名
。疾患別  パーキンソン病   7名

筋萎縮性側索硬化症  1名
神経線維腫症 2名

全身性エリテマ トーデス

原発性胆汁性肝硬変

特発性血小板減少性紫斑病

黄色靭帯骨化症

1名

手根管症候群

知的学習障害

右顔面マヒ

後縦靭帯骨化症   2名
強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎

筋ジス トロフィー  1名

検討委員会

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

肩甲骨の痛み 1名

口腔内の違和感    1名
・特定疾患医療受給者証の交付者 13名
。障害者手帳所持者 8名
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離病相談・支援センターのご案内

長期に及ぶ闘病生活により、様々な悩みを抱えている難病の患者さんやご家族のために難病相

談 。支援センターが開設されております。

開館0寺間

場  所

電話番詈

FAX

毎週月曜日から金曜日 (祝祭日を除<)

午前 9時 30分～午後 40寺 30分 (12:00～ 13:00休憩 )

秋田市旭北栄町 1-5 社会福社会館 3階 秋田県難病相談・支援センター

018-866-7754
018-866-7782

t-)V : akita-nanbyo.s.s@ab.auone -net. jp

療養生活の相談 医療に関する相談 就労に関する相談 患者会の情報提供

関係機関・団体との連帯や調整・その他難病に関すること

一日一人体制で二人の支援員がご相談をお受けしています。

どうぞ御遠慮なく御相談下さい。お待ちしております。

「難病患者・ 長期慢性疾患の患者 と家族の集 い」報告書

副理事長 滝 波 洋 子

平成25年 3月 2日 、秋田県心身障害者センター及び秋田県社会福社会館において、「難病患者・

長期慢性疾患の患者と家族の集い」が開催されました。

当日は悪天候にもかかわらず60名以上の参加者がありました。来賓には、秋田県健康福祉部 健

康推進課 課長 成田公哉様、秋田市保健所健康管理課 主席主査 前田智久様をお迎えしご挨拶

を頂きました。

第一部は、秋田赤十字病院 神経内科部長 石黒英明先生と全国パーキンソン病友の会秋田県支

部の皆様、秋田大学附属病院 第三内科 奈良瑞穂先生と全国膠原病友の会秋田県支部 。日本リウ

マチ友の会秋田支部の皆様との医師と患者による対面方式による質疑応答の相談会は難病連初の試

みです。薬の副作用に対する不安や病気に対する共通する質問にひとつひとつ丁寧に説明いただき

参加された皆様に大好評でした。勉強を重ねることで不安は少なくなり、少人数だったのでわかり

やすく聞けたなどの感想も寄せられています。交流会会場コーナーには、各患者会の資料 。会報等

を展示し来場者に理解を深めた。

第二部は、会場を三階の展示ホールに移し、喩下 (飲み込み)障害について講師 鶴谷春美様、

笑いヨガ 講師 伊藤晴美様による講演です。おいしく上手に楽しく食べるために、飲み込みのメ

カニズムや上手に飲み込む工夫など参加者も水や物を使い実践体験です。毎日何気なく食べている

事が生きる力になる食べる事の意味や意義を考えさせられました。笑いヨガは、心も身体も脳も元

気になる。「笑い」の効果は、医学的にも認められた健康法です。笑うことにより、酸素が身体・

脳に取り入れられ元気になる。いつでもどこでも笑いのある人生はステキです。笑いは、「アハハ」

「ウフフ」「オホホ」なんでも良いそうです。伊藤先生の笑顔は最後まで続き、「美しい」と思いま

した。一生笑って生きたいと思いました。外は猛吹雪、会場は終始笑い声が響きわたつていました。

長い一日の行事は予定通り終わることができました。皆様のご協力に感謝いたします。
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医
療
費
の
患
者
自
己
負
担
増
に
不
安
と
懸
念

―
難
病
対
策
の
法
制
化
に
向
け
厚
労
省
が
素
案
―

理
事

山
　
崎
　
洋
　
一

（Ｊ
Ｐ
Ａ
副
代
表
理
事
）

国
の
難
病
対
策
が
始
ま
っ
た
の
は

４０
年
余
り
前
の
昭
和
４７
年
の
こ
と
。

そ
れ
以
降
、
初
の
大
幅
な
改
革
の
審

議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
根
拠
と
な
る
法
律
が
な
か
っ
た
難

病
対
策
を
法
律
で
位
置
づ
け
る
も
の

で
、
法
制
化
は
Ｊ
Ｐ
Ａ
日
本
難
病

。

疾
病
団
体
協
議
会
も
か
ね
て
か
ら
要

望
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
期
待
を

持
っ
て
厚
労
省
の
難
病
対
策
委
員
会

の
審
議
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

１０
月
２９
日
に
開
催
さ

れ
た
難
病
対
策
委
員
会
に
、
厚
労
省

か
ら
提
示
さ
れ
た
難
病
の
医
療
費
助

成
見
直
し
案
は
、
不
安
と
怒
り
を
覚
え

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
内
容
で
し
た
。

医
療
費
助
成
対
象
に
な
る
難
病
の

種
類
を
、
現
在
の
５６
か
ら
３
０
０
に

増
や
す

一
方
で
、
特
定
疾
患
の
受
給

者
の
負
担
額
が
現
在
の
数
倍
か
ら
１０

倍
に
跳
ね
上
が
る
な
ど
、
大
幅
な
負
担

増
を
強
い
ら
れ
る
中
身
な
の
で
す
。

具
体
的
に
は
生
活
保
護
世
帯
は
負
担

ゼ
ロ
、
市
町
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

で
年
収

（夫
婦
２
人
世
帯
）
が
約
８０

万
円
ま
で
が
３
０
０
０
円
、
約
８０
～

１
６
０
万
円
が
６
０
０
０
円
、
約
１

６
０
～
３
７
０
万
円
が
１
万
２
０
０

０
円
、
約
３
７
０
～
５
７
０
万
円
が

２
万
４
６
０
０
円
、
約
５
７
０
万
円

以
上
が
４
万
４
４
０
０
円
と
い
う
内

容
で
す

（
い
ず
れ
も
月
額
）
。

現
状
で
は
、
収
入
が
多
い
患
者
で

あ
っ
て
も
月
の
自
己
負
担
上
限
は
１

万
１
５
５
０
円
で
す
。
新
た
な
制
度

に
な
れ
ば
、
年
収
５
７
０
万
円
以
上

の
人
な
ら
最
大
で
月
４
万
４
４
０
０

円
の
自
己
負
担
が
生
じ
ま
す
。
年
収

１
５
０
万
円
程
度
の
所
帯
で
は
、
月

額
負
担
は
現
状
の
ゼ

ロ
が
最
大
６
千

円
に
。
重
症
患
者
も
、
全
員
が
全
額

免
除

（現
在
８
万
人
余
り
）
と
は
な

ら
ず
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厚
労
省
の
素
案
が
提
示
さ
れ
た
翌

日
の
新
聞
各
紙
に
は
、
「難
病
　
負

担
増
の
不
安
」

（朝
日
新
聞
）
な
ど

患
者
の
切
実
な
声
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
新
聞
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
も
患
者
の
視
点
か
ら
取
材
さ
れ

た
内
容
の
報
道
が
ほ
と
ん
ど
で
、
私

た
ち
患
者
の
実
態
や
声
が
こ
れ
ほ
ど

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

難
病
の
患
者
は
医
療
費
だ
け

で
な
く
通
院
交
通
費
、
入
院
す

れ
ば
付
き
添
い
費
や
差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど
の
支
出
も
多
く
、
し

か
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
専
門
医

療
を
受
け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
就
労

が
厳
し
く
経
済
的
な
余
裕
が
な

い
多
く
の
難
病
患
者
に
と
っ
て

は
支
払
い
能
力
を
超
え
た
設
定

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
最
も
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
、

高
額
な
治
療
、
高
額
な
薬
を
服

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
う
に

か
症
状
が
安
定
し
、
困
難
な
く

日
常
生
活
を
す
る
こ
と
が
出
来

て
い
る
難
病
患
者
が
、
医
療
費

負
担
増
に
よ
り
病
院
に
行
け
な

く
な
る
、
つ
ま
り
受
診
抑
制
が
増
え

る
事
態
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

症
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
患

者
が
増
え
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

「難
病

・
慢
性
疾
患

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３
」

熱
気
に
包
ま
れ
開
催

こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
情
勢
の

新たな医療費助成における自己負担限度額 (月 額、単位 :円 )

階層

区分

年収の目安

(夫婦 2人世帯)

自己負担限度額(患者負担割合12割、外来+入院)

原 則

(新規認定者)

経過措置(既認定者)

【概ね 3年間】

I 生活保護 0

3,000

6,000

12,000

24,600

44,400

既認定者の取扱い

については、低所得

者に配慮しつつ別途

検討。

Ⅱ 市町村民税

非課税

～80万

Ⅲ 80万 ～ 160万

Ⅳ 160万 ～370万

V 370万～570万

Ⅵ 570万 ～

高額な医療で軽症を維持している場合

助成の対象は、症状の程度が一定以上の者であつても高額な医療 (例 :月 ご

との医療費の負担が24,600円 を超える月が年間 3月 以上ある場合)を継続

して必要とする者については、医療費助成の対象とする。
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“

中
、
「難
病

・
慢
性
疾
患
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
３
」

（日
本
難
病

・
疾

病
団
体
協
議
会
な
ど
主
催
）
が
Ｈ
月

９
日
、
東
京

。
永
田
町
で
開
か
れ
ま

し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
難
病
患
者

を
中
心
に
４
０
０
人
以
上
が
参
加
、

患
者
自
己
負
担
増

へ
の
不
安
に
つ
い

て
切
実
な
実
態
を
述
べ
る
発
表
者
、

フ
ロ
ア
ー
か
ら
発
言
な
ど
が
活
発
に

出
さ
れ
、
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
熱
気
に
押

さ
れ
た
形
で
、
厚
労
省
疾
病
対
策
課

の
田
原
課
長
は

「患
者
の
自
己
負
担

額
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
」
と
明
言

し
ま
し
た
。
患
者
団
体
の
取
り
組
み

は
明
ら
か
に
与
党
、
厚
労
省
を
動
か

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
厚
労
省
は
患
者
負
担
額

を
含
め
た

「最
終
取
り
ま
と
め
」
を

提
示
す
る
難
病
対
策
委
員
会
の
開
催

を
当
初
Ｈ
月
２０
日
に
予
定
し
て
い
た

の
で
す
が
、
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（１２
月
５
日
に
開
催
予
定
）

Ｈ
月
２０
日
過
ぎ
ま
で
、
自
民
、
公

明
、
民
主
、
共
産
の
各
党
、
ま
た
日

本
弁
護
士
会
連
合
会
も
患
者
団
体
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
と
、
厚
労
省
内
部
で
の
再
検

討
に
時
間
が
か
か
る
た
め
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

国
会

で
も
難
病
対
策
の

審
議
始
ま
る

さ
ら
に
、
衆
議
院
、
参
議
院
の
厚

生
労
働
委
員
会
で
は
、
民
主
党
の
中

根
議
員
、
長
妻
議
員
を
は
じ
め
、
み

ん
な
の
党
の
川
田
議
員
、
共
産
党
の

小
池
議
員
ら
が
次
々
と
質
問
に
立

ち
、
医
療
費
の
患
者
負
担
額
に
つ
い

て
の
厚
労
省
案
の
問
題
点
を
浮
き
彫

り
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

衆
院
厚
生
労
働
委
員
会

（Ｈ
月
１

日
）
で
田
村
厚
労
相
は
、
「難
病
は

長
期
に
わ
た
っ
て
、
難
病
を
抱
え
て

生
活
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
普

通
の
疾
病
と
は
違
う
わ
け
で
す
。
多

数
該
当
は
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
も
そ
も
難
病
の
皆
さ
ん

は
、
多
数
該
当
ど
こ
ろ
か
、
ず
っ
と

そ
の
疾
患
を
抱
え
な
が
ら
、
治
療
を

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う

い
う
こ
と
も
念
頭
に
お
か
な
い
と
い

け
な
い
」

「叩
き
台
は
あ
く
ま
で
叩
き
台
。
難

病
の
特
性
に
合
わ
せ
た
も
の
に
変
わ

っ
て
い
く
」

「１０
月
２９
日
に
示
さ
れ
た
案

（患
者

自
己
負
担
額
）
は
も
う
す
で
に
変
わ

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
変
わ
り
う
る
可

能
性
は
あ
る
。
議
論
す
る
中
で
、
納

得
し
得
る
よ
う
な
制
度
に
し
た
い
」

と
、
中
根
康
浩
衆
院
議
員

（民
主
）

の
質
問
に
答
弁
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
難
病
対
策
委
員
会
で
、
Ｈ

月
２９
日
の
案
の
ま
ま
で
再
度
提
示
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
に
は
財
務

省
が
強
く
抵
抗
し
て
い
る
と
の
情
報

も
あ
り
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｐ
Ａ
と
し
て
は
、
た
と
え
多
少

の
軽
減
案
が
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
で
は
納
得
し
な
い
、
重
症
者
の

負
担
も
含
め
て
、
と
り
ま
と
め
に
つ

い
て
の
安
易
な
妥
協
は
し
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、

４０
年
ぶ
り
の
新
た
な
難

病
対
策
の
見
直
し
法
案
の
提
出
が
、

こ
の
負
担
増
問
題
で
見
送
ら
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
対
象
疾
患
の
指
定
を

待
ち
望
む
多
く
の
難
病
患
者
、
患
者

会
の
期
待
を
無
に
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
法
制
化
を
こ
の
機
に

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
そ
の

た
め
に
も
、
現
在
の
厚
労
省
案
で
は

納
得
で
き
な
い
こ
と
、
提
言
の
理
念

で
あ
る
、
「難
病
は
人
類
の
発
展
に

お
け
る
必
然
で
あ
り
、
患
者
を
社
会

が
包
含
す
べ
き
」
と
す
る
社
会
的
支

援
策
を
、
大
幅
な
予
算
確
保
で
実
現

す
べ
き
と
、
与
野
党
、
マ
ス
コ
ミ
世

論
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
情
報
交
換
や
患
者
の
声

を
発
信
し
な
が
ら
、
来
年
の
本
会
議

に
難
病
対
策
の
法
案
が
提
出
さ
れ
審

議
が
本
格
化
し
た
時
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
県
選
出
の
国
会
議
員

へ
の
働

き
か
け
や
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
県
議
会
に
陳
情
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

熱気に包まれた難病・慢性疾患全国フォーラム

(11月 9日 )
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Ｊ
Ｐ
Ａ
北
海
道

・
東
北
プ

ロ
ツ
ク

ｉｎ
】石
手
〕

北
海
道

・
東
北
プ
ロ
ッ
ク
交
流
会

．
‐

岩
手
大
会
に
参
加
し
て
　

， 一

秋
田
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

理
事
長
　
渡
邊
　
　
充

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋
田
県
か
ら

総
勢
１８
名
、
今
ま
で

一
番
多
く
、
主

催
県
に
次
ぐ
参
加
者
で
し
た
。

講
演
会
で
は
、
岩
手
県
立
高
田
病

院

の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長

石
木
幹
人
先
生
の
実
際
災
害
を
経
験

し
た
こ
と
を
も
と
に
し
た
話
で
、
緊

急
時
に
何
が

一
番
必
要
か
、
普
段

我
々
が
緊
急
時
に
お
け
る
対
策
及
び

災
害
救
護
優
先
順
位
の
あ
り
方
等
検

討
の
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。岩

手
県
内
の
企
業
で

「北
良
株
式

会
社
」
の
笠
井
社
長
の
講
演
は
す
ば

ら
し
く
、
内
容
の
有
る
久
し
ぶ
り
に

聞
く
元
気
の
出
る
お
話
で
し
た
。
岩

手
県
内
で
ガ
ス
の
販
売
な
ど
行
っ
て

い
る
会
社
で
、
今
回
の
災
害
に
お
け

る
医
療
用
ガ
ス
の
供
給
を
行
っ
た
活

動
の
報
告
と
、　
一
般
家
庭
用
ガ
ス
器

具
を
改
良
し
て
医
療
用
に
改
め
た
事

な
ど
、
全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
気
概
に
は
全

く
驚
き
で
、
災
害
に
負
け
ず
、
逆
に

逆
手
に
取
っ
て
商
売
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
企
業
と
社

会
と
の
関
わ
り
方
、　
一
歩
も
二
歩
も

進
ん
だ
考
え
の
若
い
社
長
さ
ん
で
し

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
秋
田
に
迎

え
て
講
演
会
を
開
き
た
い
も
の
で
す
。

被
災
地
見
学
で
は
、
陸
前
高
田
市

の

「
一
本
松
」
が
そ
の
生
命
を
絶
た

れ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
寂
し
く
立

っ
て
い
た
。
周
辺
の
風
景
を
拒
絶
し

て
い
る
の
か
、
拒
絶
さ
れ
て
い
る
の

か
、
強
く
印
象
に
残
る
。
人
間
の
所

業
の
浅
さ
が
見
え
る
。
そ
れ
も
含
め

て
復
興
に
寄
っ
て
周
辺
環
境
が
変
化

し
て
い
く
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
全
体
を
周
辺
の
山
か
ら
の
土
砂
で

嵩
上
げ
し
て
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
掛
か
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
し

た
。
く
れ
ぐ
れ
も

一
本
松
が
嵩
上
げ

工
事
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
事
が
無
い

よ
う
に
願
う
も
の
で
す
。

残
念
な
こ
と
は
、
宿
泊
の
ホ
テ
ル

が
二
つ
の
ホ
テ
ル
に
分
散
し
秋
田
の

参
加
者
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

す
。
事
前
に
そ
ん
な
情
報
も
な
く
直

前
に
わ
か
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
参

加
し
た
の
に

「交
流
会
」
に
参
加
で

き
な
い
人
も
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、

被
災
地
見
学
の
際
も
現
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
秋
田
の
バ
ス
に
乗

っ
て
説
明
も
な
く
物
足
り
な
い
も
の

で
し
た
。
秋
田
県
で
の
開
催
の
時
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

「お

も
て
な
し
」
を
大
事
に
し
た
い
も
の

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
出
席
し

て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
は

「福
島

県
」
開
催
で
す
。
ま
た
み
ん
な
で
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

，
北
海
道
。
東
北
プ
ロ
ッ
ク

一
一　
　
　
交
流
会
に
参
加
し
て

一
″
　

秋
田
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

一一　
　
　
副
理
事
長
　
滝
波
　
洋
子

岩
手
　
一化
巻

「Ｊ
Ｐ
Ａ
北
海
道

。

東
北
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
」

へ
一
人
で

も
多
く
の
参
加
者
を
募
り
、
全
国
に

同
じ
思
い
を
し
て
い
る
仲
間
の
存
在

を
知
り
、
皆
様
の
頑
張
っ
て
い
る
姿

に
勇
気
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
明
日

の
活
力
に
し
た
い
私
た
ち
の
そ
ん
な

思
い
が
通
じ
た
の
か
秋
田
県
か
ら
は

‐８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

難
病
対
策
、
地
域
医
療
、
在
宅
医

療
に
つ
い
て
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
身

近
な
問
題
と
し
て
の
取
り
組
み
の
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
交
流
会
で
も

盛
り
上
が
り
、

「秋
田
県
難
病
連
」

こ
こ
に
有
り
と
、
出
演
者
と
参
加
者

が

一
体
に
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

し
た
。
人
を
知
る
、
人
と
つ
な
が
る
、

そ
ん
な
こ
と
を
体
感
し
た
楽
し
い
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
で
し
た
。
参
加
者
の

皆
様
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
２５
年
８
月
３‐
日
（土
）、
９
月

１
日

（日
）
Ｊ
Ｐ
Ａ
　
北
海
道

。
東

北
ブ

ロ
ッ
ク
大
会

上
父
流
会

ｉｎ
岩
手

が
岩
手
県
花
巻
湯
本
開
催
さ
れ
た
。

秋
田
か
ら
理
事
５
名
、
患
者
会
か

ら
１３
名
の
参
加
が
有
り
ま
し
た
。
往

復
と
も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
で
し

た
。
心
配
さ
れ
た
雨
も
晴
れ
女
？
晴

れ
男
達
の
日
ご
ろ
の
行
い
が
幸
い
し

て
出
発
時
に
は
上
が
り
ま
し
た
。
バ

ス
の
中
で
は
自
己
紹
介
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
ー
独
奏
、
と
交
流
も
弾

み
定
刻
に
会
場
の
花
巻
温
泉
千
秋
閣

に
到
着
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
来
賓
１２
名
、
北

海
道
９
名
、
青
森
５
名
、
山
形
７
名
、

宮
城
１２
名
、
福
島
５
名
、
岩
手
３４
名
、

秋
田
１８
名
、
総
勢
１
０
２
名
の
参
加

で
し
た
。

今
回
の
大
会
は
あ
の
東
日
本
大
震

災

の
教
訓
を
い
か
に
後
世
に
伝
え
、

経
験
を
生
か
し
て
い
く
か
、
我
々
が

日
頃
い
か
に
行
動
す
べ
き
か
考
え
さ

せ
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

「地
域
医

療
を
守
る
」
と
題
し
て
話
さ
れ
た
岩

手
県
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
長
石
木
幹
人
先
生
の
講
演
会
は
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
を

通
し
て
映
し
出
さ
れ
た
当
時
の
状
況

が
あ
ま
り
に
も
壮
絶
で
し
た
が
、
先

生
を
先
頭
に
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が

一

丸
に
な
り
、
報
難
な
状
況
を

一
つ
ず

つ
解
決
し
て
い
っ
た
事
、
地
域
医
療

の
大
切
さ
や
、
人
と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
企
業
の
北
良

株
式
会
社
の
笠
井
健
氏
の

「東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
在
宅
医
療
」
と
題

し
た
講
演
は

一
刻
も
争
う
在
宅
の
患

者
さ
ん
を
助
け
る

一
身
で
行
動
し
た

当
時
の
状
況
を
話
さ
れ
た
。
そ
れ
ま

で
培
っ
た
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
生

か
し
全
国
各
地
か
ら
支
援
を
行
動
に

生
か
し
、
多
く
の
人
に
安
心
と
希
望

を
与
え
た
様
子
に
は
損
得
を
抜
き
に

し
た
人
間
の
思
い
や
り
、
深
い
絆
を

感
じ
ま
し
た
。

交
流
会
は
各
県
ご
と
の
余
興
な
ど

も
あ
り
和
気
謁
々
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
秋
田
か
ら
の
参
加
者
も
即
興
の

ド
ン
バ
ン
節
合
唱
団
？
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
の
参
加
者
全

員
が
手
拍
子
、
掛
け
声
で
会
場
が
笑

顔
、
笑
顔
で

一
体
に
な
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
難
病
支
援
相
談
員
の
研

修
会
と
被
災
地
の
大
船
渡
と
、
陸
前

高
田
を
視
察
す
る
班
に
分
か
れ
ま
し

た
。
被
災
地
は
未
だ
復
興
に
は
程
遠

く
、
草
が
茂
り
、
が
れ
き
の
山
が
未

だ
所
々
に
積
ま
れ
、
津
波
に
襲
わ
れ

た
５
階
建
て
の
大
き
な
建
物
も
４
回

ま
で
も
津
波
の
襲
来
を
生
々
し
く
残

し
て
い
ま
し
た
。

我
々
に
絶
体
忘
れ
る
な
ノ
と
語
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
さ
ん
の
説
明
も
詳
し
く
当
時
の

状
況
が
テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
た
あ

の
映
像
を
思
い
出
さ
ず
に
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
日
の
講
演
で
聞
い

た
状
況
も
話
と
重
な
り
ま
し
た
。

二
つ
の
講
演
や
、
被
災
地
視
察
を

通
し
て
改
め
て
自
然
災
害
に
対
す
る

日
頃
の
備
え
、
行
動
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
、
病
気
を
持
っ
た

患
者
、
家
族
の
行
動
の
困
難
さ
や
日

頃
の
主
治
医
と
の
信
頼
関
係
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
秋
田
で
も
も
っ

と
多
く
の
方
が
お
二
人
の
話
を
聞
く

機
会
が
有
れ
ば
災
害
に
対
す
る
取
り

組
み
に
生
か
し
て
行
け
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
関
係
す
る
機
関
で
実

現
で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
の
企
画
、
運
営
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
岩
手
県
難
病
連
の
皆

様
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
秋
田
県
の
参
加
者
の

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
で
無
事
行
動
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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一

岩
手
県
難
病
連
の
皆
さ
ん
が
企
画

し
た
大
会
は
、
と
て
も
充
実
し
た
内

容
の
講
演
が
続
き
、
た
い
へ
ん
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
大
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
、
と
い
う
視
点
を
明
確
に
打

ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
非
常
に
印

象
深
い
大
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
県
立
高
田
病
院
の
石
木
幹

人
先
生
の
講
演
に
は
心
打
た
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
病
院
の
３
階
ま

で
が
津
波
に
襲
わ
れ
、
病
院
の
機
能

が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
方
々
が

津
波
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
究
極

の
悲
し
み
を
体
験
さ
れ
た
先
生
の
お

話
は
、
涙
な
く
し
て
聞
く
こ
と
は
で
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き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
絶
望
的
な
悲
し
み
を

乗
り
越
え
て
、
地
域
医
療
の
拠
点
病

院
と
し
て
の
機
能
を
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
し
な
が
ら
回
復
さ
せ
て
い
っ
た
経

緯
に
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
労
力
が

払
わ
れ
た
こ
と
か
、
と
本
当
に
頭
の

下
が
る
思
い
で
し
た
。

翌
日
、
陸
前
高
田
市
を
視
察
し
た

際
、
津
波
に
流
さ
れ
破
壊
さ
れ
た
街

の
中
心
部
を
バ
ス
で
走
り
な
が
ら
、

地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
そ
の
時
の

状
況
を
お
聞
き
し
た
と
き
に
、
前
日

の
石
木
先
生
の
お
話
と
あ
い
ま
っ
て

胸

に
追

っ
て
く
る
も

の
を
感
じ
ま

し
た
。

い
と
も
簡
単
に
人
間
の
生
命
を
奪

い
、
生
活
を
破
壊
す
る
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
認
識
で
き
た
こ

と
、
そ
し
て
被
災
地
に
手
を
さ
し
の

べ
る
心
の
温
か
さ
、
そ
し
て
人
々
が

助
け
合
い
、
知
恵
や
労
力
を
出
し
合

っ
て
災
害
を
克
服
し
て
い
こ
う
と
地

道
な
努
力
を
今
も
積
み
重
ね
て
い
る

こ
と
を
実
際
に
見
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
今
回
の
大
会
に
参
加

し
た
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
３
月
に
福
島
県
の
南
相
馬
市

を
訪
れ
た
際
に
も
強
く
感
じ
ま
し
た

が
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で

す
。

「被
災
地
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
今
回
の

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
参
加
し
て
、
い
っ

そ
う
強
く
感
じ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

ま
た
、
本
県
か
ら
の
参
加
者
１８
人

が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
花
巻
、
陸
前
高

田
と
回
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

「遠
足
」
の
よ
う
に
和
気
調
々
と
楽

し
い
交
流
が
出
来
た
こ
と
も
と
て
も

い
い
企
画
だ
と
思
い
ま
し
た
。
他
県

か
ら
の
仲
間
も
初
め
て
出
会
っ
た

方
々
が
多
く
、
夕
食
交
流
会
で
は
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
な
ら
で
は
い
ろ
い
ろ

な
方
と
お
話
が
出
来
て
貴
重
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
各
県
の
余
興
で
は
、
秋
田
県

が

「ド
ン
パ
ン
節
」
で
大
い
に
会
場

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
て
大
成

功
で
し
た
。

大
い
に
学
び
、
大
い
に
交
流
を
楽

し
ん
だ
二
日
間
、
参
加
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
の
福
島
に

も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

温
泉
、
雪
、
停
電
、
命
、
愛
情
、
強

さ
、
し
な
や
か
さ
、
生
き
る
、
歳
月
、

変
化
、
支
え
、
想
い
、
心
。

来
年
、
福
島
、
そ
し
て

「衆
楽
よ
！
」

Ｊ
Ｐ
Ａ
北

交
流
会
に
参
加
し
て

「
つ
ば
み
の
会
」

「ド
ン
ド
ン
バ
ン
パ
ン
、
ド
ン
パ

ン
パ
ン
、
ド
ン
ド
ン
パ
ン
パ
ン
、
ド

ン
パ
ン
バ
ン
ー
」

と
、
あ
れ
以
来

（？
）
気
が

つ
く
と
、
ド
ン
バ
ン
節

を
回
ず
さ
ん
で
い
る
私
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た

（笑
々
）
。

朝
、
出
発
時
間
に
遅
刻
し
た
ス
タ

ー
ト
か
ら
始
ま
り
、
帰
路
で
の
ア
イ

ス
お
買
い
上
げ

で
ま
た
発
車
を
遅
ら

せ
て
し
ま
い
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

二
日
間
で
し
た
。
ま
ず
は
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
私
に
と
っ

て
実
に
数
年
ぶ
り
の

″泊
ま
り
″
の

旅
路
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で

の
感
じ
得
る
も
の
が
多
々
あ
り
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
書
く
と
止
ま
ら
な
く
な

る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
単
語
で
表
現
し
て
み
ま

し
た
。

自
由
、
元
気
、
楽
し
い
、
食
欲
、
お

に
ぎ
り
、
お
い
し
い
、
笑
う
、
歌
う
。

身
震
い
、
恐
怖
、
悲
惨
。

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

灰
ヨ
具
支
部
　
錯

子
　
訴

一

秋
田
県
支
部
　
金

子
　
新

一

″　

　

　

　

　

一

ヽ

一一
　

　

　

　

″
　

　

一

｛
¨

．，

¨

Ｊ
Ｐ
Ａ
北
海
道

。
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
お
よ
び
交
流
会
に
参
加
し
て
感

じ
た
こ
と
は
、

（１
）
挨
拶

。
講
演

。
各
県
の
活
動

報
告
、
ど
れ
も
指
定
時
間
で
終
わ

ら
な
い
事

（長
す
ぎ
る
）

（２
）
休
憩
時
間
が
少
な
い
。
（５
分

し
か
な
か
っ
た
）

（３
）
質
疑
応
答
の
時
間
が
無
か
っ
た
。

各
県
余
興
出
し
物
と
し
て
秋
田
県

難
病
連
は

「上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

「ド
ン
バ
ン
節
」
を
唄
い
ま
し
た
。

唄
い
出
す
と
会
場
も

一
体
と
な
り
、

盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
の
中
で
も
往
復
と
も

に
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
無

事
家
路
に
着
き
ま
し
た
。

役
員
の
皆
様
、い
」
苦
労
様
で
し
た
。
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研
修
会
に
参
加
し
て

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

秋
田
県
支
部
　
佐
藤
　
日田
子

今
回
の
旅
は
、
難
病
患
者
の

一
員

と
し
て
初
の
参
加
で
し
た
。

パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
友

の
会

の
全

国

。
東
北
共
に
大
会
に
は
何
度
も
参

加
し
て
い
ま
す
が
。

当
日
の
朝
は
家
を
空
け
る
事

で
、

何
時
に
も
ま
し
て
バ
タ
バ
タ
で
出
掛

け
る
前

に
も
う
疲
れ
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
の
病
気
と
は
別
の
病
気
を

持
っ
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
そ
の
家

族

。
関
係
者
と
の
旅
を
考
え
る
と
め

っ
た
に
経
験
で
き
る
事
で
は
な
い
の

で
気
を
し
っ
か
り
持
ち
直
し
秋
田
駅

に
向
か
い
ま
し
た
。

バ
ス
が
来
て
、
乗
り
込
ん
だ
ら
事

務
所
で
見
た
事
の
あ
る
顔
、
初
め
て

見
る
顔
な
ど
の
全
部
で
１８
名
の
花
巻

へ
出
発
で
す
。

自
己
紹
介
も
終
わ
り
、
カ
ラ
オ
ケ

を
歌
っ
た
り
で
あ
っ
と
い
う
間
に
お

昼
の
花
巻
市
内
に
到
着
。
昼
食
を
食

べ
て
再
び
バ
ス
の
旅
。
予
定
の
１
時

に
は
、
花
巻
温
泉
千
秋
閣
に
着
き
ま

し
た
。

ホ
テ
ル
に
着
い
て
か
ら
は
、
部
屋

に
行
く
こ
と
も
な
く
ま
っ
す
ぐ
全
体

集
会
会
場

へ
。
１
時
半
に
開
会
し
Ｊ

Ｐ
Ａ
の
代
表
で
あ
る
北
海
道
の
伊
藤

た
て
お
氏
に
よ
る

「総
合
的
難
病
対

策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
難
病
対
策
は
多
様
な
課

題
、
多
様
な
価
値
観
の
現
代
社
会
の

生
き
方
の
中
で
重
要
な
意
味
を
持
つ

こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
各
県
か
ら
の
代
表
か

ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
秋
田

県
は
渡
辺
充
理
事
長
が
難
病
連
の
実

際
活
動
し
て
い
る
も
の
を
報
告
し
ま

し
た
。
私
は
中
で
は
ほ
ん
の

一
部
し

か
協
力
出
来
て
な
い
な
と
実
感
し
ま

し
た
。
他
の
県
も
い
ろ
ん
な
形
で
活
動

し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
田
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
の

石
木
先
生
に
よ
る

「地
域
医
療
を
守

る
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、

北
良
欄
の
笠
井
さ
ん
と
い
う
方
の
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
在
宅
医
療
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
地
震
の
時
の

岩
手
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
起
こ
る
か

も
し
れ
な
い
災
害
の
対
処
方
な
ど
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
れ
言

葉
に
表
せ
な
い
く
ら
い
の
体
験
や
努

力
を
し
て
き
た
し
、
継
続
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

時
間
を
お
し
て
の
集
会

で
し
た

が
、
有
意
義
な
時
で
し
た
。

一
旦
、
部
屋
に
入
り
荷
物
を
置
き
、

次
は
交
流
懇
談
会
で
す
。
会
食
懇
談

な
の
で
み
ん
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
喉

を
潤
し
て
空
腹
の
お
腹
を
満
た
し
て

い
ま
し
た
。
各
県
の
参
加
者
の
余
興

で
は
秋
田
県
は

「ド
ン
パ
ン
節
」
と

「上
を
向
い
て
歩

こ
う
」

の
２
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。
笑
い
と
感
動
を
与

え
た
よ
う
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
い

う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
楽
し
い

交
流
も
終
わ
り
、
各
自
部
屋
に
戻
り

温
泉
を
楽
し
む
人
、
カ
ラ
オ
ケ
で
更

に
交
流
を
深
め
る
人
、
夫
々
の
時
間

を
過
ご
し
床
に
つ
き
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
天
候
が
心
配
さ
れ
た

中
、
自
称
晴
れ
男
の
お
陰
か
晴
天
に

恵
ま
れ
爽
や
か
な
バ
ス
の
旅
が
再
び

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
陸
前
高
田
で

は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
被
災
地
の
現
状
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
案
内
を
聞
き
な
が
ら

涙
を
止
め
ら
れ
な
い
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
。　
一
本
松
が
レ
プ
リ
カ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
何
億
と
か
か

っ
た
こ
と
、
け
れ
ど
、
地
元
の
人
達

に
は
勇
気
の
元
で
あ
る
こ
と
…
。
建

物
が
み
ん
な
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ

た
跡
が
現
実
に
そ
こ
に
…
。
私
達
も

出
来
る
事
を
し
て
、
自
然
の
恐
ろ
し

さ
を
過
信
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
船
渡
で
昼
食
、
め
が

ね
橋
を
通
り
、
お
土
産
を
買
っ
て
岐

路
に
着
き
ま
し
た
。

難
病
患
者
は
、
健
常
者
に
は
わ
か

ら
な
い
、
大
変
な
苦
労
や
悲
し
み
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
明
る
く
前
向
き

な
心
を
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
こ
の

交
流
を
通
じ
て
、
支
え
合
い
仲
間
を

増
や
し
て
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

み
胸
財
だ
暉
そ
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北
上
酸
素
ボ
ン
ベ
の
会
社
の
経
営

者
の
話
は
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
不

眠
不
休
で
ボ
ン
ベ
を
届
け
て
歩
い
た

話
は
、
実
際
に
本
人
か
ら
聞
い
た
の

で
す
か
ら
生
涯
忘
れ
ま
せ
ん
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

ハ
ー
ド
で
、
大

き
な
バ
ス
は
体
が
小
さ
く
足
が
痛
む

自
分
に
と
っ
て
は
と
て
も
過
酷
な
旅

で
し
た
。

昼
食
の
時
、
仙
台
の
方
と

一
緒
で
、

秋
田
の
お
酒
が
お
い
し
い
の
で
毎
年

送
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
人
が
居
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。

「新
政
」

の
蔵
元

ヘ

直
接
発
注
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
と

一言
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

秋
田
の
お
酒
は
お
い
し
い
と
自
分
も

お
も
っ
て
い
る
の
で
、
他
県
の
人
に

ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

Ｊ
Ｐ
Ａ
北
海
道
。
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
会
に
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
岩
手

県
立
高
田
病
院
の
石
木
先
生
の
講
演

と
北
良
株
式
会
社
の
笠
井
社
長
に
よ

る
講
演
で
す
。
石
木
先
生
は

「東
日

本
大
震
災
」
の
時
の
実
体
験
を
踏
ま

え
て
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
た
姿
が
す
ば
ら
し
い

と
感
じ
ま
し
た
。
笠
井
社
長
は
民
間

の
企
業
で
あ
り
な
が
ら
、
在
宅
の
患

者
さ
ん
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
様
子

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
が
い
か

に
重
要
か
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

″ま
^卜
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風理篇窒徹
/

東北ブロック参加者奇Lllの一本松

各県の相談支援センター実情報告会ドンバン節で盛り上げました。
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第 5回難病ふれあい相談会

リウマチ友の会 戸 嶋 ふさ子

相談会は、平成25年 9月 28日 に男鹿市保健センターで有りました。私は男鹿市の出身でしたので、元は

市立病院だつたこの保健センターには子供の頃よくお世話になりました。風邪をひいては祖母に連れられ

て受診した事。 3才の幼い時には、麻疹で死にかけ、祖父が私を背負い夜中にもかかわらず診てもらい、

生かしてもらつたのもこの病院でした。

さて、相談会ですが、半月前に難病連より「難病ふれあい相談会」のポスターが送られて来ました。人

の集まる所に貼つてもらおうとお願いしに行きました。潟上市保健センターや市の体育館などに貼つてい

ただき、有り難く思つております。私の町内の町内会長も理解有る方だつたので、集会所に貼つてもらい

ました。一枚残つたので、いつも血圧を診ていただいている、男鹿市内の内科の先生の医院に持つて行き

ましたら、「これは、これでいいが難病とは何か、解らない人もいるのではないかなあ」との言葉に、私

もそうかもしれない、自分自身も難病なのによく解らないなあと思いました。知人にクローン病の息子さ

んを持つている方に、 財目談会に行かねが」とお誘いしたら、あまり触れてほしくないようでした。私共、

リウマチ友の会の交流会の事でしたが、会場のドアの前の「リウマチ友の会様」と書いた札を裏返しする

方もいらつしゃいました。はずかしかったりしていやだつたのでしょう。

私はようやく近所の方の「お出かけかい」と声を掛けられると、「んだ、ちょつとリウマチ友の会さ行

つて来るな」と言うのですが、少しばかり肩身の狭い思いは隠せません。誰もが病気になりたく有りませ

ん。しかし、体の丈夫な人も体の弱い人も対等に生きられる世の中になりたいものです。

ふれあい相談では難病で相談したい方もいらつしゃいましたが、普通の病気で相談にみえられた方も有

つたそうです。

診て下さつたお医者様に。

病気のため生活の苦労など相談に乗つて下さつたケースワーカーの方に。

看護師さんや保健師さんに感謝いたします。

有り難うございました。

症例別相談者

パーキンソン病   5名 血管石灰化     1名
リウマチ      5名 慢性疲労症候群   1名

自 助 具
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難病国会請願署名街頭キャンペーン(秋田駅ぼぼろ―どにて)に参加して

理事  鷲谷 勇孝

このキャンペーンは年一度10月 に全国一斉に行われるもので昨年は10月 13日 (土 )に 行いました。そ

して今年は10月 12日 (土 )の三連休の初日に行いました。連休という事もあり秋田駅や周辺ではいろん

な行事が目白押しで出店もたくさんあり、多くの人で賑わつていたので短時間でたくさんの署名、募

金が集まりました。ご協力して頂いた通りすがりの見知らぬ皆様には感謝の気持ちでいつぱいです。

本当にありがとうございました。皆様の気持ちが国会に届いてよりよい対策がなされる事を期待しま

す。そして活動に参加してくれた難病患者、そして家族、ボランティアの皆様も本当にご苦労さまで

した。私、個人の参加は昨年に続き2回 日で、だいぶ要領はわかつていたはずなのに思うようにうま

く声をかける事が出来ませんでした。人と話す事は苦手ではありませんが、呼び止めるのにどう声を

かけたら良いかが毎回の課題です。「署名お願いします」と言つても何の署名か伝わらないし、「難病

連です」と言つたところで一般の方には聞き慣れない団体、遠くから「なにやら怪しい団体がいると」

と思うらしく皆、声をかけられないようにと足早に通り過ぎる人、こちらを見ないように反対側を見

て歩く人、携帯で電話やメールをしながら避けて通るなどが大半。人間性がなんか秋田県人らしいな

あと思いながら人間観察も楽しませてもらいました。

どう声をかけたら立ち止まつてくれるか、途中から「難病団体ですが難病対策の署名にご協力お願

いします」と叫んでみた。そしたら通り過ぎても織や看板、渡されたバンフレットをみてわざわざ戻

つて来てくれて署名や募金をしてくれる人が増えた気がしました。もちろん私だけのかけ声に反応し

たわけではありません。中には声がけが上手なスタッフもいて、まるで友達に声をかけるように話か

けられて、相手が「あれつ…誰だつけ ?」 という感じになつていました。あれはいいやり方だと思い

ますが、自分は緊張しているのか恥ずかしさが優先してしまい、つい堅くなつてどうしてもあんな風

に気軽に声をかけれなくて、性格もあるとは思いますが 「あ―した方がいい」とか、「こうした方が

いい」とかスタッフ同士で事前に打ち合わせが必要だと感じました。

最後に無視して通り過ぎる人はしょうがないと思います。ただ、これは一部の心ない人なのですが

立ち止まつて、話を聞いてから「難病は関係ないから」と言つて署名を断つた人がいました。たしか

にそうかも知れませんが、私たちは物を売つているわけでも勧誘しているわけでもありません。自分

を含め多くの難病患者、そして今は健康でも今後不運にも一般に言われる難病と呼ばれる病気になつ

てしまう人たちも少なくはありません。その代

表としてもちろんボランティアで、少しでも行

政が手を貸してくれるようにと真剣にやってい

る活動なので冷やかしとか絶対に辞めてほしい

です。多くの難病は生活習慣に係わらず不可抗

力でなつてしまうことなので今は健康でもこの

先、本人はもちろん家族や恋人、友人が難病に

ならないとは限りません。ですから全く関係の

ない事ではないので自分に置き換えて理解して

ほしいと思いました。

参加者 8団体 10名   署名数 107筆   募金額 8,193円
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≪ギフトアトリエカタログ販売をご利用ください≫

難病連の財政基盤を強化し活動をより充実するため、多くの皆様のご理解と御協力によりまして県内各

地の病院にてチャリティ事業を行っております。 (下記一覧)

ギフトアトリエカタログ販売の収益金の一部を皆様よりのご寄付として難病連の活動の経費として充当

させていただいております。出産の内祝い、退院の内祝いなどにご利用頂いておりますが、近年減少傾向

にあります。力タログの内容はお歳暮、お中元、祝事、仏事など幅広くご利用いただけるものもございま

す。機会がありましたら是非ご利用頂きたくお願い申し上げます。カタログご希望の方は難病連までご連

絡下さい。

設置病院一覧

(秋 田 市〉 秋田赤十字病院  五十嵐記念病院  城東整形外科医院  今村病院

今村記念クリニック  秋田県立脳血管研究センター  秋田組合病院

秋田県成人病医療センター  川原医院  お―くらクリニック

秋田大学医学部附属病院  はりうクリニック  並木クリニック

〈潟 上 市〉 藤原記念病院  南秋田整形外科  介護老人保健施設ほのぼの苑

〈能 代 市〉 山本組合総合病院  秋田社会保険病院

(鹿 角 市〉 かづの厚生病院

〈横 手 市〉 平鹿総合病院

(大 仙 市)仙 北組合総合病院

〈湯 沢 市〉 雄勝中央病院

〈五城目町〉 湖東快晴クリニック  介護老人保健施設湖東老健

〈八郎潟町〉 湖東総合病院

〈男 鹿 市〉 男鹿みなと市民病院

〈由利本荘市〉 本茫第一病院

も鮮  ‐》異:‐ ト

《毎月11日 イオン土崎港店の黄色いレシー トを難病連の BOXに ′》

毎月11日 イオン土崎港店において黄色いレシー トキャンペーンに参加しています。買い物のレシー トを

店舗に備え付け難病連のボックスに入れていただければ売り上げの 1%が還元されます。皆様どうぞご協

力ください。

平成24年度は53,200円 の還元金が有 りました。難病連の運営で使用する事務用品等で利用させていた

だきました。これからもよろしくお願いします。
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賛助会員についてのお願い

秋田県難病連は昭和51年 に県内の難病の患者会が集まり発足しました。以来、難病の患者 。

家族同士の助け合い、励まし合いを基本として患者会の育成、交流、講演会活動など行ってき

ました。また、難病支援センターの事業を県から委託し、今年で53回 を迎えた 「難病無料検診

と相談会」、や共同募金会との協賛で行う、音楽療法などを取 りいれた 「ふれあい相談会」など

県内各地で開催し難病患者、家族の支援を行っております。

昨今の難病患者の取 り巻く情勢は年を追って厳しくなっております。活動推進に必要な、難

病連の事務経費や維持管理費、入居負担金、常勤事務員への人件費など支出が年々厳しさを増

ししてきている状況にあります。

私たちはこれからも国会請願や、会報の発行など会員や県民に対して啓発活動を行って難病

患者、家族のため難病対策など医療福祉の充実のため活動してまいります。

本協議会の理念、活動をご理解いただき、賛助会員としてご支援ご協力を頂きたく心からお

願い申し上げます。

会費 (年 ) 賛助会費
団体会員 1日    10,000円
個人会員 1 口    2,000円

郵便振り込み用紙に、住所、 ・団体名 (名前)「賛助会費として」と明記のうえご送金ください

ますようお願いいたします。       賛助会員の皆さまには会報を送付いたします。

郵便振替口座名義 NPO法 人秋田県難病団体連絡協議会

記号・番号 02580-6-3659

賛助会氏名

平成25年度

荘司 昌子 様

渡邊  充 様

渡部 リエ 様

浅野 弘子 様

大倉 俊弥 様

三浦 洋子 様

伊藤 勝吾 様

(順不同)

渡邊 正志 様

今野 良子 様

渡部 明子 様

尾形 洋子 様

吉田 律子 様

佐々木洋子 様

根本 シフ 様

藤井 倶枝 様

神成 峰子 様

佐藤 慧一 様

佐々木加代 様

木村 貴子 様

伊藤 啓子 様

近野小右衛門 様

渡邊 ,羊子 様

熊谷 セイ 様

村上 誠子 様

赤木 ―子 様

松橋 文昭 様

小松田 敦 様

金子 新― 様

塩谷ハルミ 様

渡邊 奎子 様

児玉 真紀 様

難病連では、昨年度から「書き損じハガキ」を回収しております。

会員の皆様のところにありましたら是非難病連へ寄付していただき

ますようお願い申し上げます。

また、使わない古い年賀はがきや色あせた官製はがきでも結構です。

☆ 回収方法 :難病連事務所に回収箱を設置しております。

☆ 回収期限 :随時受付しております。

☆ 平成26年 2月はキャンベーンとします。
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ありがとうございました
お礼の言葉

共同募金を通 して戴く「NHK歳 末たすけあい」の助成の資金は、加盟団体に配分され、広報活動・研修

会 。講演会・交流会等の開催費用として活用いたしました。おかげさまで事業も順調に行われております。あ

りがとうございました。

景気は上向きと言われてお りますが、患者会に暖かい風が吹くのはいつのことでしょう。

あきらめないで頑張 りますから、今後ともご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

NPO法 人秋田県難病団体連絡協議会

理事長 渡 邊   充

助成金  H24・ H。 1～ H25。 H。 15

助成金額  金 1,903,000円

秋田県難病団体連絡協議会    450,000円

秋田県腎臓病患者連絡協議会   481,000円

日本 リウマチ友の会秋田県支部  135,000円

全国パーキンソン病友の会秋田県支部

全国膠原病友の会秋田県支部   100,000円

秋田県筋ジスの会 120,000円

全国心臓病の子どもを守る会秋田県支部

365,000F]

168,000円

若年性認知症つぱみの会

20,000Fl

64,000円

秋田県肝臓友の会

訪問マッサージ
フ レ スの訪 マッサージ
ご自 での快 な療養生活

間

適

で

を

●ご自宅での療養が必要な方に健康保険

わずかな費用でご利用いただけます

(障害者助成あります)

●手足を動かし、機能訓練のお手伝い

ア

宅
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自動販売機の設置のお願い
今年 7月 より秋田市東通の らあめん花月嵐 様の前に、自動販売機を設置していた

だきました。売上の一部がビルのオーナー様より寄附して頂くことになりました。難病

連の活動に有効に使わせていただきます。

新たに設置していただける場所を探 して

います。ご協力お願いいたします。

詳細につきましては難病連まで問い合わ

せください。

連絡先 018-823-6233 秋田県難病連

●
♂

‐

医 1鷹 1爆 頻 施 ヨ
一

一

ロ

■

■

■

在宅
マッサージ
※医療保険のご利用には医師の同意が必要です。

:画

8018‐ 868‐0199
秋田市泉釜ノ町11-9

<月 ～土曜日 9:00～ 17:30>

在宅マッサージ治療院

寿 じゅらく楽
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ご寄附ありがとうございます
皆様から寄せ られました寄付金は、難病連の運営費として活用させていただいております。

貴重な資金は、資金難で苦しむ団体にとって非常に助かってます。今後とも難病の患者団体に

いっそうの助力とご指導を賜 りますようよろしくお願いいたします。

寄 附 金・善 意 金   平成24年 11月 16日 ～25年 11月 15日

名 前 金  額 備 考

徳元信次様 。親子様 10,000
９

“ 太田征子様 1,000

3 渡部綾子様 5,000

4 北都銀行職員組合様 34,204

5 秋田県健康推進課有志一同様 8.000

6 廣田紘一様 10,500

7 柏原喜世子様 20,000

8 鶴谷春美様 20,000

9 伊藤晴美様 20,000

10 河 田サイ クル様 26,890

藤井倶枝様 3,000

12 渡邊洋子様 1.000

渡部明子様 1,000

14 渡部 リエ様 1,000

神成峰子様 2,000

金子新一様 2,000

石黒英明様 4,000

熊谷セイ様 2.000

19 吉田律子様 3.000

20 佐々木加代様 1,000
，

“ 人生亭喜楽駄朗様 10,000 なまはげ寄席にて
，

“

，

“ イオンリテール榊様 53.187 黄色いレシー トキャンペーン助成金

23 渡邊奎子様 3,000

24 三浦洋子様 1,000
，

“ 0藤機械店様 20,000
′
υ

，

“ 赤木一子様 3,000

27 佐 々木幸子様 5,000
０
０

９

″ 日沼郁子様 10,000

29 荘司要様 1,000

30 滝波洋子様 48,500
つ
０ 匿名様 52,000

匿名様 55,500
△

計 437.781
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難 病 とは、難治性が高い病気、すなわち原因が不明で、

治療方法が確立 していない疾病のことを言います。ごく

まれではありますが国民の中に一定の割含で発病する可

能性があります。

難病は一部の人達の問題ではありません。私たちは突

然、難病と呼ばれる原因不明の病気や慢性疾患の患者や

粟族になったのです。

NPO法 人秋田県難病団体連絡協議会は3召 和 51年 に県内

の難病思者会が結集 し発足 しました。発足以来思者同士

の助け合い、励ま しあいを基本と して 「難病無料相談

会」をは じめ、医療講演会、患者 、宗族の交流会の開

催、県、市町村などへの要望、国会請願署名など行 つて

きました。また、患者会の育成、強化、全国の思者団体

との交流、学習会、機関誌の発行、ホームページの運用

など展開 してきてお ります。秋田県の難病対策である難

病相談支援センターを県から受託 し電話による相談や面

授による相談支援を行 つております。私たちの事業は次

のような者えで取 り組んでいます。

■ 養番●薄 鷺 、111,11■ HI ‖壼
=triこ

_■ ● |■
lt■ ■ 1 =I=:全 ご ,生 まtr● 奮 くお総 1豪、

■ | (会計年度は4月 1日 より翌年3月末日)

賛助会会費  団 体  年間 ―□ :10,000円

個 人  年間 ―□ : 2.000円

郵便振込用紙 にこ住所、団体名 (氏名)、 賛助会魚 寄付

金と明記のうえ、ご送金 くださいますようお願いいたし

ます。

記号・番号 02580-6-3658
NPO法人 秋田県難病団体連絡協議会

―人で悩んでいきせんか

長期に及ぶ闘病生活により、様々

な悩みを抱えている難病の患者さ

んやご家族のため病気を理解しま

しょう。

共に支え合う仲間になι:ませんか

T010‐0922

秋田市旭北栄町1番5号 秋田社会福祉会館3F

TEL 018-823… 6233
FAX 018-824… 4627

E‐ma‖ :akinanrenOab auone‐ net.,p

ホームページ:

httpJ′ www ab auOrenet,p′ ～nanbyou′
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あゆみ

1976年  秋田難病団体連絡協議会として設立

1985年  第 1回 「難病無料相談会J開催

以後毎年県内各地で開催

1989年  秋田県難病団体連絡協議会と改める

2003年  NPO法 人秋田県難病団体連絡協議会として改組

2004年  秋田県難病相談支援センターを

県社会福社会館 3階に開設

2010年  第 1回 「難病ふれあい相談会」開催

以後徳年県内各地で開催

2012年  難病連結成35周年記念大会

嗚 1    
‐
lI員ユ|

難病相談・支援センター
■■'tヽ ■ ■||■ 轟.=`い たします。

毎退月曜日から金曜日(祝 祭日を除く)

開館時間 :午前 9:30～ 午後 4:30
(12100～ 13:00休 憩)

場所 :難病相談・支援センター

(秋田県社会福祉会館 3階 )

ξ 療養生活の相談       ぉ審距

・:医療 に関する相談     瀾 、

■ 就労に関する情報提供

・ 3患者会の情報提供

=関
係機関・団体 との連帯や調整

・:その他難病 に関すること

電話による相談
TEL 01 8-866-7754
FAX 01 8-866-7782

来室 による相談
(要電話予約)

メール相談

IE・ mall]

akita nanbyo s s@ab auone‐ net ip

会 費

ξ・
当会会資は次のとおりです。

年会費  団体加盟 1名 につき  400ヽ
個人会費 3000ド

.   (会計年度は4月 1日 より翌年3月 末日)

ゃ ギ ヤ ゃ 黒
ャ

摯

ャ

C
力0盟 団 体  (2013年 9月現在  11団 体 )

全国心腱病の子供を守る会秋田県支部

全国パーキンソン病友の会秋田県支部

公益社団法人日本リウマチ友の会秋田支部

全国膠原病友の会秋田県支部

秋田県肝臓友の会

秋田県筋ジスの会

全国筋無力FIIの会秋田支部

つぽみの会 倍 年rF2知症〉

パクパクの会 ltE― をつけた子の親の

日本 ALS協会秋田県支部

報会師̈
晰

田

■
　

鰍

「難病
lllれ あい相談会」

の開催

イオン員色い
レシートキャンペーン

に参加

チャリティ事業
カタ0グギフト販売

秋田県難病相談

支援センターの業務委託
「無料相談会」の開催

患者 家族

の支援として

交流会開催

患者

家族団体の

設立支援

行政への

要望活動、国会

議願目名活動
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